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12月１日現在

人 の う ご き

　₁₂月４日からの８日間、姉妹都市ロックハンプト
ン市から中・高校生ら₁₅人が訪れ、本市でホームス
テイを行いました。日本文化に触れてもらおうと、
書道教室が行われ、生徒たちは筆づかいに戸惑いな
がらも、手本を真似ながら和の心を学びました。最
後に１人１筆ずつ練習の成果を色紙に書きました。

広 がる国際交流の輪
日本語で新年のごあいさつ

今月の表紙
携帯電話から市の
ホームページにア
クセスできます。

総人口　43,231 人　 （－  35）
　男　　19,727 人　 （－  ９）
　女　　23,504 人　 （－  26）
世帯数　19,224 戸　 （－  12）

税の種類 期　　別
市 県 民 税 ４期
国 民 健 康 保 険 税
介 護 保 険 料
後期高齢者医療保険料

７期

口 座 振 替 日 １月27日(月)
納付書での納期限 １月31日(金)

　 水道工事当番店

　 今月の税金は？

問い合わせ先
　税務課収納対策室管理係
　☎㉒2111（内線232）

指宿地域
１月１日  中川水道㈲　 ☎㉕2706
　　２日  ㈲丸山水道工務店☎㉓3131
　　　　　　 （夜・休☎090-8911-3357）
　　３日  ㈲丸栄設備　 ☎㉓2694
　　４日  ㈱出口組　　 ☎㉖2105
　　　　　　　　　 　（夜・休☎㉖2165）
　　５日  ㈲和田水道　 ☎㉒4522
　　６日～₁₂日 ㈲山王水道工事店☎㉔3557
　　₁₃日～₁₉日 ㈲和田水道　 ☎㉒4522
　　₂₀日～₂₆日 ㈱西園組　　 ☎㉕2517
　　₂₇日～２月２日 ㈲上林山組　 ☎㉕5515
　　　　　　 （夜・休☎090-2511-4331）

山川地域
１月  ㈲前田電気　 ☎㉟9239
２月  ㈱常盤建設　 ☎㉟0872

開聞地域 
１月  永吉建設㈱　 ☎㉜3181
２月  ㈱丸新建設　 ☎㉜2227

※水道工事に関する当番店です。下水やトイレの
詰まり等は、なじみの工事店にお願いしてくだ
さい。また、宅地内の漏水についてもできるだ
け設置業者へ修理依頼をお願いします。

日曜・祝日当番医（在宅時間８時～18時）
【外科：青色　 内科：緑色　 外科・内科：赤色】
○かかりつけ医が不在のときは、当番医を利用してください。

24時間体制で緊急時の
当番医を紹介します。

当番医
テレホン
サービス

日曜・祝日薬局（開局時間９時～18時）

（※）印が付いている医療機関では、日曜・祝日の当番日に健康 
  診査が受診できます（事前に申し込んでください）。

項目 医療機関名（診療科） 電話番号月日
１月１日
（水）

【外科】池田診療所
【内科】指宿さがら病院

☎㉖2101
☎㉒3079

１月２日
（木）

【外科】木之下クリニック
【内科】丸山クリニック（※）

☎㉓3940
☎㉟0101

１月３日
（金）

【外科】今林整形外科病院
【内科】伊藤記念病院

☎㉒2710
☎㉔4466

１月５日
（日） 【外科・内科】指宿医療センター ☎㉒2231

１月₁₂日
（日）

【外科】指宿脳神経外科
【内科】指宿さがら病院

☎㉗1177
☎㉒3079

１月₁₃日
（月）

【外科】今林整形外科病院
【内科】宮薗病院（※）

☎㉒2710
☎㉜2001

１月₁₉日
（日）

【外科】肥後胃腸科クリニック
【内科】小吉胃腸科クリニック（※）

☎㉟2148
☎㉔2011

１月₂₆日
（日）

【外科】生駒外科医院
【内科】指宿温泉病院

☎㉒3059
☎㉕3653

２月２日
（日）

【外科】指宿医療センター
【内科】こどもの森小児科クリニック

☎㉒2231
☎㉗1010

項目 薬局名 電話番号月日
１月１日
（水） そうごう薬局指宿店 ☎㉒1021

１月２日
（木） イブスキ薬局 ☎㉔4516

１月３日
（金） ケーアイ調剤薬局 ☎㉗1152

１月５日
（日） 指宿薬剤師会薬局 ☎㉒6343

１月₁₂日
（日） なのはな薬局 ☎㉔1111

１月₁₃日
（月） かいもん・トミタ薬局 ☎㉜5234

１月₁₉日
（日） そうごう薬局指宿店 ☎㉒1021

１月₂₆日
（日）

チェリー調剤薬局
ヨシ薬局

☎㉔3705
☎㉕3678

２月２日
（日）

指宿薬剤師会薬局
ケーアイ調剤薬局

☎㉒6343
☎㉗1152
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本
来
は
人
間
同
士
で
交
わ
す
言
葉
で
は

な
く
、「
年
の
神
」
へ
の
祝
福
の
言
葉
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　

年
神
様
は
農
耕
神
で
あ
る
と
同
時
に
祖

先
神
で
も
あ
り
、
正
月
は
松
飾
り
を
目
印

に
し
て
や
っ
て
来
ま
す
。
日
本
の
神
々
を

愛
し
て
や
ま
な
か
っ
た
小
泉
八
雲
は
、
初

め
て
の
正
月
を
羽
織
は
か
ま
で
迎
え
た
そ

う
で
す
。
そ
う
言
え
ば
私
の
小
学
時
代
に

は
学
校
で
年
賀
式
が
行
わ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
さ
ん
が
羽
織
は
か
ま
姿
で
念
頭
の
あ
い

さ
つ
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

正
月
の
風
景
も
ず
い
ぶ
ん
様
変
わ
り
し

ま
し
た
。
神
に
供
え
た
お
下
が
り
を
、
家

族
み
ん
な
で
食
べ
合
う
も
の
だ
っ
た
お
せ

ち
料
理
は
、
今
や
デ
パ
ー
ト
の
目
玉
商
品

に
な
っ
て
し
ま
い
、
神
が
宿
る
と
言
わ
れ

る
餅
を
食
べ
て
、
そ
の
力
を
も
ら
う
の
が

お
年
玉
だ
っ
た
も
の
が
、
今
や
小
遣
い
銭

の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

正
月
三
が
日
は
多
く
の
商
店
が
休
み
だ

っ
た
も
の
で
す
が
、
最
近
で
は
大
型
店
舗

や
コ
ン
ビ
ニ
も
通
常
ど
お
り
の
営
業
を
行

い
、
テ
レ
ビ
で
は
常
に
も
増
し
て
お
笑
い

番
組
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
す
。

　

伝
統
的
な
行
事
が
時
代
と
と
も
に
変
わ

っ
て
い
く
の
は
や
む
を
得
な
い
と
し
て
も
、

神
様
を
迎
え
る
に
ふ
さ
わ
し
い
厳
粛
さ
が

失
わ
れ
た
正
月
は
寂
し
い
気
が
し
ま
す
。

　

日
本
は
「
子
ど
も
の
楽
園
」
と
言
っ
た

人
が
い
ま
し
た
。

　

世
界
中
で
日
本
ほ
ど
、
子
ど
も
が
大
切

に
扱
わ
れ
、
そ
し
て
子
ど
も
の
た
め
に
深

く
配
慮
が
払
わ
れ
る
国
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
は
素
直
で
、
決
し
て
う
そ
を

言
っ
た
り
、
過
ち
を
隠
し
た
り
し
ま
せ
ん
。

う
れ
し
い
こ
と
も
悲
し
い
こ
と
も
父
や
母

に
話
し
、
一
緒
に
喜
ん
だ
り
涙
を
流
し
た

り
し
て
心
を
通
わ
せ
て
い
ま
す
。

　

集
落
に
は
鎮
守
の
森
が
あ
り
、
そ
こ
は

年
齢
に
関
係
な
く
「
遊
び
」・「
学
ぶ
」
場

所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
子
ど

も
の
楽
園
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
外
国
人

に
映
っ
て
い
た
地
域
の
風
景
で
す
。
決
し

て
大
昔
の
こ
と
で
は
な
い
こ
れ
ら
目
撃
談

に
、
私
た
ち
の
多
く
は
隔
世
の
感
を
覚
え

ま
す
。

　

子
ど
も
を
心
か
ら
か
わ
い
が
り
育
て
た

親
た
ち
の
姿
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
地
域
や
家
庭
が
今

ほ
ど
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

笑
顔
に
満
ち
た
地
域
を
つ
く
る
た
め
に

共
生
・
協
働
の
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

隣
人
を
思
い
や
り
、
苦
悩
を
分
か
ち
合

う
共
同
体
意
識
の
再
生
が
求
め
ら
れ
て
い

る
昨
今
、
家
族
は
社
会
や
国
づ
く
り
の
一

番
の
基
礎
で
あ
り
、
家
庭
と
共
同
体
の
再

生
は
必
要
不
可
欠
で
す
。

　

家
族
の
絆
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
不
易

な
る
も
の
で
す
。

　

「
人
の
命
と
い
う
も
の
は
、
お
父
さ
ま

お
母
さ
ま
か
ら
…
、
も
っ
と
端
的
に
い
え

ば
、
神
様
か
ら
頂
い
た
も
の
。
神
様
か
ら

頂
い
た
命
は
ま
ず
自
分
の
命
を
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
人
様
の
命
も
あ

や
め
て
は
な
ら
な
い
。
命
を
軽
ん
ず
る
風

潮
が
強
ま
る
の
は
、
日
本
人
の
多
く
が
現

世
を
超
越
し
た
何
者
か
に
、
畏い

ふ怖
す
る
心

を
失
っ
た
結
果
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
。」

と
話
し
た
首
相
が
い
ま
し
た
。

　

人
は
両
親
や
生
ま
れ
た
土
地
、
さ
ら
に

文
化
や
伝
統
、
歴
史
か
ら
切
り
離
せ
な
い

も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

元
旦
、
津
々
浦
々
で
家
族
だ
ん
ら
ん
や

一
族
再
会
の
幸
せ
を
久
し
ぶ
り
に
か
み
し

め
た
家
庭
も
少
な
く
な
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

伝
統
や
風
習
、
歳
事
や
儀
式
が
年
ご
と

に
薄
れ
行
く
今
日
、
正
月
は
日
本
人
に
と

っ
て
お
盆
と
並
び
家
族
だ
ん
ら
ん
の
光
景

が
辛
う
じ
て
相
応
し
い
時
で
す
。

　

昨
今
の
社
会
現
象
を
憂
え
る
時
、
そ
の

根
元
は
空
洞
化
し
揺
ら
ぎ
始
め
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
日
本
人
と
日
本
の
社
会

を
支
え
て
き
た
倫
理
や
道
徳
、
伝
統
、
克

己
心
と
い
っ
た
も
の
は
、
ど
う
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
反
省
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

凜り
ん

と
し
た
日
本
人
の
心
を
忘
れ
な
い
た

め
に
も
、
新
年
に
あ
ら
た
め
て
思
う
の
は

日
本
の
家
族
や
家
庭
、
そ
し
て
地
域
社
会

は
大
丈
夫
な
の
か
、
そ
の
価
値
を
今
こ
そ

見
直
す
べ
き
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
に
は
夢
と
い
う
言
葉
が
よ
く

似
合
い
ま
す
。
壁
に
か
け
て
あ
る
カ
レ
ン

ダ
ー
や
ま
だ
何
も
書
か
れ
て
い
な
い
日
記

に
、
何
だ
か
今
年
は
い
い
こ
と
が
あ
る
よ

う
な
、
そ
ん
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

　

夢
。
そ
れ
は
「
実
際
に
は
有
り
そ
う
に

も
思
わ
れ
な
い
が
、
万
一
実
現
す
れ
ば
い

い
な
あ
と
思
っ
て
い
る
事
柄
」
と
辞
書
に

あ
り
ま
す
。
夢
は
叶
え
た
い
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
や
思
い

を
胸
に
秘
め
生
き
て
い
ま
す
。

　

人
間
に
は
煩
悩
と
い
う
「
欲
」
も
あ
り

ま
す
が
、
１
０
８
の
「
煩
悩
」
を
追
い
払

い
、
新
た
な
夢
を
実
現
す
る
年
に
し
た
い

も
の
で
す
。

苦
し
い
と
き

母
が
い
つ
も
口
に
し
て
い
た

こ
の
こ
と
ば
を

わ
た
し
も
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か　

と
な
え
る
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
し
て
そ
の
た
び

わ
た
し
の
花
が
ふ
し
ぎ
と

ひ
と
つ
ひ
と
つ

ひ
ら
い
て
い
っ
た

　

「
念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く
」
で
知
ら
れ
る

詩
人
・
坂
村
真
民
の
言
霊
に
胸
を
打
た
れ

ま
す
。

　

幸
せ
の
花
を
い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
る
た
め

に
、
ひ
た
す
ら
念
じ
た
い
と
思
い
ま
す
。

煩悩は百八減って今朝の春
夏 目 漱 石

念
ず
れ
ば
花
ひ
ら
く

明
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

指
宿
市
長

2広報いぶすき　１月号2014.１　No.97ⅠBUSUKⅠ3



中川地区はごちょう踊りを披露

多くの市民らでにぎわった縁起物の餠まき

各種表彰（敬称略・順不同）

産業功労者
商工業部門
　内木場　盛（鹿児島市）　
　詫摩　純三（瀬崎）
農業部門
　井川　伊㔟治（石嶺）
　大川　正昭（永田）
水産業部門
　浜村　茂人（町８区）
　西元　陽一（尾掛）
　野元　隼雄（大石）

優秀経営者
商工業部門
　徳永勝憲（社会福祉法人ハイビスカス福祉会）
　吉利　勉（㈲信州庵）
　中村　智（㈱大新）
　松久保　則雄（松月堂）
　篠原　信明（㈲厨）
優良団体
　JAいぶすき山川野菜部会（西山　茂）
　きらめきべっぴんネット（鶴田　京子）
　指宿漁業瀬もの一本釣りグループ（高杉　忍）

グリーンフェスタいぶすき品評会受賞者
観葉植物（大鉢）の部
金賞　田中植物園（リフレクサ）
銀賞　川上葉寿園（ジャマイカ）
　　　田中植物園（ウンベラータ）
銅賞　王子田逸雄植物園（リフレクサ）
　　　諸留農園（ベンガレンシス）

観葉植物（中鉢・小鉢）の部
金賞　福留園芸（レモンライム）
銀賞　田原迫ヤシ園（ベンガレンシス）
銅賞　緑の中道（オーガスタ）
　　　下柳田農園（ストレチア・ノンリーフ）

蘭の部　　　下髙原　昇（金華山）
萬年青の部　　湯田　守（残雪）
観音竹の部　　湯田　守（南山錦）
熱帯果樹の部　大小田　勇（インドナツメ）
※金賞受賞者のみ掲載

僕が運転しているよ 生きのいい活魚のつかみ取り

どのブースも大盛況 でっかいなー

茶ぶしの無料配布に長い行列

ウクレレ持って商談中？

新しい年に向けて道具を新調 甘い果実がいっぱい

多くのブースが並び、家族連れでにぎわう会場鮮やかな包丁さばきに一堂驚嘆

お日様の下での食事はおいしいね あっちもおいしそう シイタケのつかみ取りに夢中

いぶすき まつり産業
産業のチカラで、指宿を元気に！

　

第
28
回
い
ぶ
す
き
産
業
ま
つ
り

が
12
月
７
・
８
日
、
サ
ン
シ
テ
ィ

ホ
ー
ル
い
ぶ
す
き
を
メ
ー
ン
会
場

に
開
催
さ
れ
、
市
内
産
業
各
分
野

の
企
業
や
店
舗
が
一
堂
に
集
ま
り
、

取
り
扱
い
製
品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
各
ブ
ー
ス
に
は
海
の

幸
や
山
の
幸
を
は
じ
め
、
地
元
の

お
い
し
い
物
が
い
っ
ぱ
い
並
び
、

来
場
者
ら
の
お
腹
を
満
足
さ
せ
て

い
ま
し
た
。
ま
た
特
設
ス
テ
ー
ジ

で
は
郷
土
芸
能
や
各
種
表
彰
式
、

大
道
芸
な
ど
楽
し
い
企
画
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

指
宿
の
産
業
を

　
　
　
ま
る
ご
と
紹
介
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簡
易
申
告
書
の
利
用
を

　

簡
易
申
告
書
は
、
前
年
中
の
収
入
が
な

い
人
、
障
害
・
遺
族
年
金
の
み
の
受
給
者

が
対
象
で
す
。
簡
易
申
告
書
を
提
出
す
れ

ば
、
申
告
会
場
で
の
申
告
は
不
要
と
な
り

ま
す
。
申
告
者
の
用
紙
は
、
各
庁
舎
税
務

課
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.city.ibusuki.lg.jp

　

復
興
特
別
税
が
加
算
さ
れ
ま
す

　

平
成
26
年
度
か
ら
市
・
県
民
税
の
均
等

割
の
税
率
が
１
０
０
０
円
（
市
民
税
５
０

０
円
、
県
民
税
５
０
０
円
）
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
れ

は
、
平
成
35
年

度
ま
で
の
10
年

間
、
東
日
本
大

震
災
か
ら
の
復

興
を
目
的
と
し

て
、
地
方
公
共

団
体
が
実
施
す

る
防
災
施
策
に

要
す
る
費
用
の

財
源
を
確
保
す

た
め
、
特
例
措

置
と
し
て
実
施

さ
れ
る
も
の
で

す
。

　

復
興
特
別
税
が
加
算
さ
れ
ま
す

　

簡
易
申
告
書
の
利
用
を

市・県民税等の申告期間は、
２月12日（水）～３月17日（月）

も
う
す
ぐ
始
ま
り
ま
す

市・県
民
税
、国
民
健
康
保
険
税
の
申
告

　１月１日現在で指宿市に住所のある人は、市・
県民税等の申告が必要です。
　申告は、市・県民税や国民健康保険税等を正
しく課税するための資料になるほか、福祉・医
療の給付や保育料の判定等にも用いられます。
　早めに準備をして、決められた申告期日・会
場にお越しください。

平
成
26
年
度

■印鑑（認印で可）
■収入金額や経費が証明できるもの
○給与所得、年金所得がある人
　源泉徴収票または賃金明細書など
○事業所得（営業・農業）、不動産所得がある人
　収入と経費が分かる帳簿や収支内訳書、必
要経費の領収書（証明書）、出荷証明書など
（家族名義分を含む）

○一時所得、その他の雑所得等がある人
　支払機関発行の支払額証明書など
○譲渡所得（土地・建物等の売買による所得）

がある人
　収入が分かる書類（契約書等）、取得費用や
譲渡費用が分かるもの

各種控除を受けるには申告に必要なもの

申告前に準備すること

市・県民税、国保税の申告

①経費などの領収書などは、費目ごとに分けて、
合計を計算しておいてください。
②医療費控除を受ける人は、医療を受けた人お
よび医療機関別に分けて、合計を計算してお
いてください。

※必要書類がそろっていない場合や計算がされ
ていない場合は、再度来場していただいたり、
受付の順番が後回しになったりする場合があ
ります。

申告会場は、８～９ページの日程表で確認してください。
※所得税がかかる人や所得税の還付を受ける人は、税務署で確定申告をしてください。確定申

告をすれば、申告会場での申告は必要ありません。
※申告受付期間中は、各庁舎の税務課窓口での申告は受け付けていません。注意してください。

税務署で所得税の確定申告をしますか？

公的年金等のみだが上記に該当しない。

公的年金等以外にも収入（所得）がある。

収入は給与のみ（年末調整済み）。①　 給与収入があっ
た（パート・ア
ルバイト等を含
む）。

④　 収入がなかった。
または収入は遺族
年金・障害年金の
みである。

②　 公的年金等（国
民年金・厚生年
金・共済年金・
企業年金など）
の収入があっ
た。

※ 遺族年金・障害年金
のみの場合は④へ

上記以外の人で次のいずれかに該当する。
○給与以外の収入（所得）があった。
○給与を２カ所以上からもらっている。
○年末調整をしていない。

収入は公的年金等のみで次のいずれかに該
当する。
・65歳以上で収入が148万円以下
・65歳未満で収入が98万円以下
※65歳以上は昭和24年１月１日以前に生ま
　れた人

あなたの平成25年中（１月１日～12月31日）の主な収入は①～④のどれに当たりますか？

申告は必要ありません（税務署で申告をす
ると、市の申告をしたことになります）。

指宿市では申告ができません（１月１日現
在の住所地で申告してください）。

③　 営業、農業、不動産、一時所得、譲渡所得（市や県などに譲渡したものな
どを含む）などの収入があった。

市内に住む親族の確定申告や年末調整で、
扶養になっている。

申告は必要
ありません

申告は必要
ありません

申告は必要
ありません

申告が
必要です

申告が
必要です

申告が
必要です

誰の扶養にもなっていない。または、市外
に住む親族の扶養になっている。

平成26年１月１日現在、指宿市に住所（住
民登録）がありますか？

スタート

申告が必要ではないですか？確認してみましょう！

■各種の控除を受ける人は、それを
証明できるもの

○保険料控除を受ける人
　社会保険料（国民年金・国保税等）、生命保
険料、地震保険料の控除用証明書

※国保税・介護保険料・後期高齢者医療保険
料にかかる社会保険料の控除用証明書は、
１月中旬ごろ、市から対象者宛に送付しま
す。

　大切に保管し、申告時に持参してください。
○医療費控除を受ける人
　医療費および介護保険で受けた各種サービ
スの領収書。また、保険金などから補てん
された場合は、その金額が分かるもの

○障害者控除を受ける人
　身体障害者手帳、療育手帳、精神保健福祉
手帳など

※身体障害者手帳などを持っていない人で、
介護保険の認定を受けている人は、市が交
付する「障害者控除対象者認定書」を提示
することで、障害者控除を受けられる場合
があります。詳しくは、長寿介護課介護保
険係へ問い合わせてください。

H25まで H26～H35まで

市民税均等割 3,000円 3,500円

県民税均等割 1,500円 2,000円

合　　　計 4,500円 5,500円

は  い

いいえ

いいえ

はい
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【山川地域（つづき）】
期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

２月24日
（月）

 9：00～11：30 野元、清水、東、西 
徳光公民館

13：00～16：00 今村、大石、中央、徳光 
 9：00～11：30 井手上、井手下、井手前、川口、成川浜 

成川区民センター
13：00～16：00 山神、森松東、森松西 

２月25日
（火）

 9：00～11：30 東道、西道、野道、高尾 浜児ヶ水集落センター
9：00～11：30 尾下 尾下公民館
 9：00～11：30 中野、神方上、神方下、永田、下原 

成川区民センター
13：00～16：00 前薗上、前薗下、前原上、前原下、鰻 

【開聞地域】
期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

２月27日
（木）

 9：00～11：30 上野東、上野中 
上野地区営農研修館

13：00～16：00 上野西、坂下 
 9：00～11：30 脇、物袋 

十町西部地区農村研修センター
13：00～16：00 塩屋、入野 

２月28日
（金）

 9：00～11：30 西元 
下仙田地区農村研修センター

13：00～16：00 荒田 
 9：00～11：30 川尻東、松原、鎮守、川尻中 

川尻ふれあい交流館
13：00～16：00 蛭子、川尻西、川尻上、川尻北 

３月３日
（月）

 9：00～11：30 上手、加治、田中 
上仙田地区営農研修館

13：00～16：00 下吉、谷村 
 9：00～11：30 苙口、玉井、中組 

農村環境改善センター
13：00～16：00 東開聞、西開聞、松原田 

○各地区の申告に行けなかった人および市から申告日の連絡があった人
期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

３月４日（火）  9：00～11：30
13：00～16：00 山川地域 山川文化ホール

３月５日（水）
３月６日（木）  9：00～11：30

13：00～16：00 開聞地域 コミュニティー消防センター
３月７日（金）

３月10日（月）
 ～14日（金）

 9：00～11：30
13：00～16：00 指宿地域

市役所指宿庁舎第１会議室
３月17日（月）  9：00～11：30

13：00～16：00 市内全域

○仕事等の関係でどうしても平日に時間の取れない人（日曜日の申告受付）
期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

２月23日
（日）

9：00～11：30
13：00～16：00 市内全域 市役所指宿庁舎税務課窓口

３月９日
（日）

9：00～11：30
13：00～16：00 市内全域 市役所指宿庁舎第１会議室

市・県民税、国保税の申告

期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

2月20日
（木）

 9：00～11：30 1区西・東、2区西・東、3区西・東、4区西・東、5区西・東、6区、7区、8区
山川文化ホール

13：00～16：00 中村、岩下、天神下、愛宕下、東、中小路、後馬場 
 9：00～11：30 谷村上、小川東

小川区集落センター
13：00～16：00 谷村下、小川中、小川西

2月21日
（金）

 9：00～11：30 平原、上出、西村
大山集落センター

13：00～16：00 迫、田上、春
 9：00～11：30 中、東上、東下

利永集落センター
13：00～16：00 市山上、市山下、寺

申告受付における注意事項
　○居住する地区（平成26年1月1日現在の居住地）の申告会場で申告してください。
　○仕事などの都合で地区の会場で申告できない人は、「各地区の申告に行けなかった人」の期間に申告してください。
　○平日にどうしても時間がとれない人は、日曜日（指定日のみ）に申告ができます。
　○税務署から確定申告の書類が送られてきた人は、税務署で申告してください（市から別途通知のあった人は除きます）。
　○各会場では、原則として所得税の還付申告は受け付けません。

【指宿地域】

【山川地域】

平成26年度 市・県民税、国民健康保険税申告日程

期　日 受  付  時  間 対　　象　　地　　区 受　付　場　所

２月12日
（水）

 9：00～11：30 迫中、迫南、湊上、湊中、湊南、湊北
時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ

13：00～16：00 下里、向吉、大渡、国立病院 
 9：00～11：30 南迫田、柳田、宮、玉利

市役所指宿庁舎第１会議室
13：00～16：00 大牟礼西、大牟礼中、大牟礼東、潟口、潟山、湯之里、高野原

２月13日
（木）

 9：00～11：30 道上、宮之前、中川、田之畑、中福良、外城市、十石
指宿校区公民館

13：00～16：00 久保、垂門、狩集、水迫、臼山 
 9：00～11：30 二月田、弥次ヶ湯、温湯

市役所指宿庁舎第１会議室
13：00～16：00 北十町、南十町、田良、木之下 

２月14日
（金）

 9：00～11：30 道下、道下上、道下東、大園原、大当、永嶺
指宿校区公民館

13：00～16：00 宮ヶ浜 
 9：00～11：30 片野田、中小路、小田

時遊館ＣＯＣＣＯはしむれ
13：00～16：00 丈六、摺ヶ浜北、摺ヶ浜中、摺ヶ浜南、迫北
 9：00～11：30 尾掛、上吹越

魚見校区公民館
13：00～16：00 下吹越、五郎ヶ岡

２月17日
（月）

 9：00～11：30 岩本東、浜西、上西
岩本漁村センター

13：00～16：00 岩本中、麓上、麓下、浜東、上東
 9：00～11：30 細田東後、細田東前、細田西

新西方中央公民館
13：00～16：00 鳥山、渡瀬、永吉

２月18日
（火）

 9：00～11：30 瀬崎、戸迫
小牧営農研修センター

13：00～16：00 小牧中、小牧西、小牧東、畠久保
 9：00～11：30 中浜、池崎、堀切園 

池田校区公民館
13：00～16：00 仮屋、下門、大迫、石嶺、新永吉

問い合わせ先　税務課市民税係　☎㉒2111（内線221）

8広報いぶすき　１月号2014.１　No.97ⅠBUSUKⅠ9



個
別
事
項

物
件
①

ドコモショップ
指宿店

国道226号

中小路公民館

金比羅神社

物件①

■
地
番　

・
十
二
町
川
神
平
６
０
８
５
番
２

・
十
二
町
川
神
平
６
１
０
２
番
２

・
十
二
町
川
神
平
６
１
０
２
番
イ

・
十
二
町
川
神
平
６
１
１
７
番
２

■
地
目　

山
林

■
面
積　

９
４
６
㎡
（
合
計
）

■
そ
の
他　

中
小
路
滅
菌
室
、
中

小
路
配
水
池
、
金
網
塀
、
接
合

桝ま
す

、
集
水
埋ま

い
き
ょ渠
が
あ
り
、
全
て

現
状
渡
し
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

■
現
地
説
明
会　

な
し

■
入
札
参
加
申
込
締
切
日

　

１
月
24
日（
金
）	

17
時
ま
で

■
入
札
・
開
札
の
日
時
・
場
所

　

１
月
30
日（
木
）	

９
時

　

指
宿
庁
舎
３
階
大
会
議
室
Ａ

資
料
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
水
道
課
管
理
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
８
１
）

公有財産・保留地を
売却します 　市では、次の物件を一般競争入札により売却します。

　入札は誰でも参加できます。希望する人は、次の記載事
項を承諾の上、入札に参加してください。

■
売
却
す
る
物
件

○
公
有
地　

十
二
町
川
神
平
地
内

　

物
件
①　

・
十
二
町
川
神
平
６
０
８
５
番
２

・
十
二
町
川
神
平
６
１
０
２
番
２

・
十
二
町
川
神
平
６
１
０
２
番
イ

・
十
二
町
川
神
平
６
１
１
７
番
２

・
そ
の
他
の
付
帯
施
設

○
保
留
地　

十
町
区
画
整
理
地
内

　

物
件
②　

20
街
区
７
号
画
地

　

物
件
③　

25
街
区
２
号
画
地

○
工
業
団
地
用
地　

新
西
方
地
内

　

物
件
④　

・
新
西
方
２
２
８
８
番　

・
新
西
方
２
２
８
８
番
１

・
新
西
方
２
２
９
１
番
１

・
新
西
方
２
２
９
４
番

・
新
西
方
２
８
８
４
番
１

・
新
西
方
２
８
８
５
番
１

・
新
西
方
２
８
８
７
番
３

共
通
事
項

■
対
象
者　

個
人
（
市
外
在
住
で

も
可
）、
複
数
人
（
共
有
名
義
）、

法
人
の
い
ず
れ
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

■
入
札
申
込
方
法　

○
ま
ず
「
入
札
参
加
申
込
書
」
を

事
前
に
入
手
し
、
入
札
申
し
込

み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
入
札

参
加
申
込
書
は
、
問
い
合
わ
せ

先
窓
口
、
郵
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w.city.ibusuki.lg.jp

○
入
札
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
次
の
も
の
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・
身
分
証
明
書

・
住
民
票
抄
本
ま
た
は
法
人
登
記

簿
謄
本

・
納
税
証
明
書

　

な
お
、
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み

の
場
合
は
、「
郵
便
書
留
」に
て
、

申
込
締
切
日
必
着
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

■
入
札
日
に
準
備
す
る
も
の

○
入
札
保
証
金　

　

入
札
に
参
加
す
る
人
が
見
積
も

っ
た
入
札
金
額
の
５
％
以
上
に

相
当
す
る
現
金
ま
た
は
銀
行
振

出
小
切
手

※
別
途
指
定
す
る
日
ま
で
に
、
入

札
保
証
金
（
見
積
額
の
５
％
以

上
）
を
納
入
で
き
る
こ
と
。

○
実
印　

　

代
理
人
が
入
札
に
参
加
す
る
場

合
は
、
委
任
状
と
代
理
人
の
印

鑑
（
認
印
も
可
）
も
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

○
２
０
０
円
の
収
入
印
紙

　

収
入
印
紙
は
、
法
人
ま
た
は
個

人
で
営
業
し
て
い
る
人
の
み
必

要
で
す
。

物
件
②
③

■
用
途
地
域　

第
１
種
中
高
層
住

居
専
用
地
域

■
入
札
参
加
の
主
な
条
件

○
保
留
地
の
売
買
契
約
締
結
後
、

30
日
以
内
に
代
金
を
全
額
納
入

で
き
る
こ
と
。

○
所
有
権
移
転
登
記
の
申
請
は
、

換
地
処
分
後
に
施
行
者
（
市
）

が
行
い
ま
す
が
、
そ
の
費
用
は

買
受
人
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

○
今
回
購
入
す
る
土
地
は
、
換
地

処
分
に
伴
う
登
記
が
完
了
す
る

ま
で
は
、
原
則
と
し
て
他
人
に

譲
渡
で
き
ま
せ
ん
。

物
件
②　

20
街
区
７
号
画
地

■
面
積　

３
０
４
・
33
㎡

物
件
③　

25
街
区
２
号
画
地

■
面
積　

４
８
０
・
48
㎡

■
現
地
説
明
会　

な
し

■
入
札
参
加
申
込
締
切
日

　

１
月
24
日（
金
）	

17
時
ま
で

■
入
札
・
開
札
日
時
・
場
所

　

１
月
30
日（
木
）	

10
時

　

指
宿
庁
舎
２
階
中
会
議
室

資
料
請
求
・
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
都
市
整
備
課
都
市
整
備

係☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
６
２
）

物件④
■団地名称　新西方工業団地・東側用地

■所在地　指宿市新西方2288番　他６筆

■面積合計　10,769㎡（合計）
■建築制限　都市計画区域外
○建ぺい率　70％
○容	積	率　400％
■騒音規制　第２種
■電力
○普通高圧供給６キロボルト（0.5㎞）
○特別高圧供給66キロボルト（1.0Km）
■用水　上水道／市水道課　工業用水／なし
■排水　敷地内浄化処理後河川に排水
■工場立地法（面積率下限）
○緑地面積率３％　
○環境施設面積率５％
■地域指定　集積区域（重点促進区）、半島振興対策
　実施地域
■地質　第２種
■その他　工場設置奨励金や税の減免など各種優遇制
度あり

■現地説明会　１月30日（木）　14時～
※現地集合となります。
■入札参加申込締切日　２月12日（水）　17時まで
■入札・開札日時・場所　２月20日（木）　９時
　指宿庁舎２階中会議室

資料請求・申し込み・問い合わせ先
　〒891－0497　指宿市十町2424
　指宿市土地開発公社（財政課財産契約係内）
　☎㉒2111（内線149）

N

20.2m

道路幅　6.0m

20.2m

1
5
.0
m

1
5
.0
m

N

20.4m

道路幅　9.0m

20.3m

2
2
.9
m

2
4
.3
m

指宿市役所
指宿庁舎

指宿市役所
保健センター

指宿南九州
消防組合

今林整形
外科病院

ひばり
保育園

物件③

N

物件②

物件④
宮ヶ浜駅

薩摩
今和泉駅

西指宿
中学校

今嶽
神社

池田
小学校

広
域
農
道

指
宿
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

245

236

28

17

226

上・下水道完備、温泉（民間業者による配湯）

上・下水道完備、温泉なし

10広報いぶすき　１月号2014.１　No.97ⅠBUSUKⅠ11



■
告
示
日

　

１
月
26
日（
日
）

■
投
票
日
時

２
月
２
日（
日
）

７
時
〜
18
時
（
た
だ
し
、
鰻
地
区
と
尾

下
地
区
は
16
時
ま
で
）

※
終
了
時
刻
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
仕
事
や
旅
行
、
買
物
、

レ
ジ
ャ
ー
、
出
産
な
ど
の
た
め
投
票
所

へ
行
け
な
い
人
は
、
次
の
と
お
り
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

※
期
日
前
投
票
を
す
る
場
合
は
、
入
場
券

裏
面
の
「
宣
誓
書
」
を
記
入
し
て
持
参

く
だ
さ
い
。

○
場
所　

指
宿
庁
舎
、
山
川
文
化
ホ
ー
ル
、

開
聞
庁
舎

※
期
日
前
投
票
は
、
住
ん
で
い
る
地
域
に

関
係
な
く
、
市
内
３
カ
所
い
ず
れ
の
投

票
所
で
も
で
き
ま
す
。

○
期
間　

１
月
27
日（
月
）〜
２
月
１
日（
土
）

○
時
間　

８
時
30
分
〜
20
時

　

松
は
乾
燥
し
た
痩
せ
地
や
海
岸
な
ど
、

他
の
樹
木
の
育
ち
に
く
い
場
所
で
も
自
生

し
や
す
く
、
土
砂
の
流
出
や
崩
壊
の
防
止
、

風
・
潮
・
飛
砂
か
ら
住
宅
や
農
地
を
守
る

と
い
っ
た
国
土
保
全
の
機
能
を
持
っ
て
い

ま
す
。

　

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
本
市
に
も
多
く

の
山
林
に
松
が
植
林
さ
れ
、
美
し
い
景
観

を
保
ち
な
が
ら
人
々
の
心
を
癒
や
し
て
く

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
正
月
、
玄
関
に
飾
る

門
松
や
「
松
竹
梅
」
と
い
う
よ
う
に
、
長

寿
で
め
で
た
い
木
と
さ
れ
、
松
は
昔
か
ら

日
本
人
に
と
っ
て
、
切
っ
て
も
切
れ
な
い

存
在
で
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
松
が
近
年
、
松
く
い
虫
に
よ

る
松
枯
れ
被
害
が
急
増
し
、
特
に
山
川
・

開
聞
地
域
の
一
部
で
は
集
中
し
た
状
態
で

松
枯
れ
の
被
害
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

■
選
挙
人
名
簿
縦
覧

○
日
時　

１
月
26
日（
日
）８
時
30
分
〜
17

時
○
場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

■
投
票
で
き
る
人

　

平
成
６
年
２
月
３
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
平
成
25
年
10
月
25
日
以
前
か
ら

指
宿
市
に
居
住
し
、
住
民
登
録
を
し
て

い
る
人

■
投
票
で
き
な
い
人

①
市
外
に
転
出
し
た
人　

②
他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
た
人
で
、
平

成
25
年
10
月
26
日
以
降
に
住
民
登
録
の

届
け
出
を
し
た
人
（
３
カ
月
の
住
所
要

件
を
満
た
し
て
い
な
い
た
め
投
票
は
で

き
ま
せ
ん
）

③
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執

行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る
ま
で
の

人
（
刑
の
執
行
猶
予
中
の
人
を
除
く
）

④
法
律
の
定
め
に
よ
る
選
挙
で
禁
錮
以
上

の
刑
に
処
せ
ら
れ
そ
の
刑
の
執
行
猶
予

中
の
人

　

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、
周
辺
に
耕
作
地

が
多
く
農
作
物
に
対
す
る
危
被
害
が
懸
念

さ
れ
る
た
め
、
平
成
24
年
度
か
ら
薬
剤
の

空
中
散
布
を
取
り
止
め
て
い
ま
す
。
一
昨

年
も
被
害
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
は
、

夏
場
の
猛
暑
、
少
雨
も
重
な
り
例
年
よ
り

早
く
松
枯
れ
の
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
一
連
の
松
く
い
虫
に
よ
る

松
枯
れ
被
害
に
つ
い
て
は
、
市
松
く
い
虫

被
害
対
策
推
進
協
議
会
（
以
下
、
協
議
会

と
い
う
。）に
お
い
て
、
そ
の
対
策
を
協
議

し
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
市
内
に
点
在
す
る
松
林

に
つ
い
て
国
土
保
全
や
景
観
保
全
の
観
点

か
ら
、
そ
の
地
域
が
松
林
で
な
け
れ
ば
そ

の
機
能
を
果
た
せ
な
い
箇
所
な
の
か
ど
う

か
今
年
度
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
次
の
区
域
を
重
要
松
林
と

■
郵
便
等
に
よ
る
不
在
者
投
票

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
は
、
そ
の
障
害

の
程
度
に
よ
っ
て
は
郵
便
等
投
票
証
明

書
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
１

月
29
日（
水
）ま
で
に
選
挙
管
理
委
員
会

に
投
票
用
紙
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、
ま
だ
郵
便
等
投
票

証
明
書
の
発
行
を
受
け
て
い
な
い
人
は
、

発
行
手
続
き
に
時
間
が
掛
か
り
ま
す
の

で
、
至
急
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
。
す
で
に
郵
便
等
投
票
証
明
書
の
発

行
を
受
け
、
期
限
の
切
れ
て
い
な
い
人

に
は
請
求
用
紙
を
発
送
し
ま
す
。

ま
た
、
選
挙
人
本
人
が
文
字
を
書
け
な

い
よ
う
な
状
態
に
あ
る
場
合
は
、
代
理

記
載
申
請
の
証
明
を
受
け
て
い
な
い
と

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
併
せ
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
市
内
転
居
者
の
投
票

市
内
転
居
し
た
人
で
、
１
月
８
日（
水
）

ま
で
に
異
動
届
を
し
た
人
は
新
住
所
地

で
、
１
月
９
日（
木
）以
降
に
異
動
届
を

し
た
人
は
、
前
住
所
地
の
投
票
所
で
投

票
日
当
日
は
投
票
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

■
投
票
の
方
法

投
票
所
で
は
入
場
券
を
提
示
し
、
受
け

付
け
を
済
ま
せ
た
後
、
投
票
用
紙
を
受

け
取
り
投
票
し
ま
す
。
点
字
投
票
や
代

理
（
代
筆
）
投
票
を
希
望
す
る
人
は
、

そ
の
旨
を
投
票
管
理
者
に
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
次
の
こ
と
に
注
意
し

し
て
位
置
付
け
、
こ
れ

ら
の
松
林
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
空
中
散
布
や
伐

倒
駆
除
等
に
よ
り
守
っ

て
い
く
こ
と
と
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
そ
れ
以
外
の

地
域
に
つ
い
て
は
、
樹

種
転
換
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
、
被
害
の
目
立

つ
山
林
の
所
有
者
に
対

し
て
、
木
の
種
類
を
変

え
る
樹
種
転
換
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
す
。

　

農
作
物
や
人
体
へ
の

危
被
害
等
を
考
慮
し
、

空
中
散
布
が
難
し
い
辻

ヶ
岳
や
蛇
岩
山
、
鍋
島

岳
の
松
林
は
、
で
き
る

だ
け
早
い
樹
種
転
換
が

望
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
松
林
は
、
人
の
手
に
よ
り
維

持
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
手
入

れ
も
あ
ま
り
行
わ
れ
ず
、
枯
れ
た
松
も
そ

の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
枯
死
し
た
松
を
、
そ
の
ま
ま
放

置
し
て
お
く
と
春
に
は
松
く
い
虫
が
羽
化

し
、
新
し
い
松
へ
移
動
し
ま
す
。
松
く
い

虫
の
被
害
を
防
ぐ
に
は
、
森
林
所
有
者
自

身
に
よ
る
被
害
の
早
期
発
見
と
駆
除
、
森

て
く
だ
さ
い
。

○
市
長
選
挙
の
次
に
市
議
会
議
員
選
挙
を

投
票
を
し
ま
す
。
投
票
用
紙
に
は
、
候

補
者
１
人
の
氏
名
を
書
き
ま
す
。
２
人

以
上
記
載
し
た
り
、
他
事
を
記
載
し
た

り
す
る
と
無
効
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

書
き
損
じ
た
場
合
は
２
本
線
で
抹
消
し

て
書
き
直
し
て
く
だ
さ
い
。

○
入
場
券
を
な
く
し
た
り
、
入
場
券
が
届

か
な
か
っ
た
り
し
た
場
合
で
も
、
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
。

投
票
所
の
受
付
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

○
心
身
の
故
障
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
自

ら
筆
記
で
き
な
い
人
は
、
代
理
（
代
筆
）

投
票
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
投
票
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

　

不
明
な
点
は
、
遠
慮
な
く
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
１
４
）

林
整
備
も
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
自
分
の
所
有
す
る
山
林
の
松
を

他
の
樹
種
に
転
換
し
た
い
と
考
え
て
い
る

所
有
者
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
条
件
が
あ

り
ま
す
が
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る

造
林
補
助
制
度
（
伐
倒
費
用
は
除
く
）
が

あ
り
ま
す
。
伐
倒
や
駆
除
方
法
、
造
林
補

助
制
度
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

耕
地
林
務
課
林
務
管
理
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
１
９
）

指
宿
市
長
選
挙
・

指
宿
市
議
会
議
員
選
挙

明
日
へ
つ
な
が
る　
あ
な
た
の
１
票

２
月
２
日（
日
）は
投
票
日

文

文

開聞中学校

開聞小学校

文川尻小学校

指宿地域

山川地域

開聞地域

急
増
す
る
松
枯
れ
被
害

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に

重
要
松
林
区
域
の
設
定
と

樹
種
転
換
の
推
進　
　
　

美
し
い
景
観
を
未
来
へ

松
く
い
虫
被
害
か
ら
守
る
た
め
に

　

広
が
る
松
枯
れ
を
考
え
よ
う

みんなの一票
大切に

松くい虫被害対策実施予定区域
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い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大

会
は
今
年
で
33
回
目
を
迎
え
、
本

市
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
多
く
の

人
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
１
万
８
千
人
を
超
え
る

ラ
ン
ナ
ー
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し

た
が
、
ス
タ
ー
ト
前
か
ら
降
り
続

い
た
雨
や
強
風
の
影
響
に
よ
り
、

そ
の
多
く
が
寒
さ
に
よ
る
体
力
消

耗
を
訴
え
、
例
年
を
大
き
く
上
回

る
約
２
３
０
０
人
も
の
途
中
棄
権

者
が
出
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
運
営
に
は
、
多
く
の
企
業

や
団
体
、
個
人
に
よ
る
救
護
・
支

援
活
動
が
行
わ
れ
た
も
の
の
、
救

護
車
の
不
足
や
交
通
渋
滞
、
通
信

環
境
の
悪
化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

要
因
が
重
な
り
、
棄
権
し
た
ラ
ン

ナ
ー
が
コ
ー
ス
上
で
数
時
間
待
た

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
態

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

幸
い
大
き
な
事
故
な
ど
は
起
き

な
か
っ
た
も
の
の
、
事
態
を
重
く

見
た
実
行
委
員
会
で
は
、
大
会
終

了
後
に
救
護
や
交
通
部
門
の
対
策

会
議
を
行
い
、
救
護
態
勢
や
安
全

対
策
に
つ
い
て
大
幅
な
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
緊
急
を
要
す
る
救
護
活
動

を
迅
速
に
す
る
た
め
、
救
護
部
門

を
大
会
本
部
か
ら
独
立
さ
せ
、
医

療
機
関
や
市
を
中
心
と
し
た
「
マ

ラ
ソ
ン
救
護
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
救
護
セ
ン
タ
ー
は
コ

ー
ス
の
中
間
付
近
で
あ
る
山
川
高

校
内
に
設
置
し
、
要
救
護
者
に
関

す
る
情
報
の
集
約
や
救
護
車
お
よ

び
救
護
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
、
救
護

者
を
安
全
に
大
会
会
場
ま
で
搬
送

す
る
手
順
な
ど
を
取
り
決
め
ま
す
。

①
マ
ラ
ソ
ン
救
護
セ
ン
タ
ー
の
新

設
②
救
護
車
両
の
大
型
化

③
参
加
者
へ
雨
具
の
配
布
（
荒
天

時
）

④
救
護
車
お
よ
び
荒
天
時
の
救
護

ポ
イ
ン
ト
に
防
寒
具
・
ス
ポ
ー

ツ
タ
オ
ル
等
の
設
置

⑤
ス
タ
ー
ト
時
の
混
乱
を
避
け
る

た
め
、
ス
タ
ー
ト
地
点
お
よ
び

中
間
地
点
の
通
過
タ
イ
ム
を
計

測
す
る
ネ
ッ
ト
タ
イ
ム
制
を
導

入
（
た
だ
し
、
タ
イ
ム
は
参
考

タ
イ
ム
と
し
、
後
日
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
公
開
）

　

い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大

会
は
、
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆
さ
ん

で
つ
く
り
上
げ
て
き
た
「
お
も
て

な
し
」
に
加
え
、
ラ
ン
ナ
ー
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
楽
し
く
安
全
に
参

加
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
こ
れ
か

ら
も
目
指
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

観
光
課
観
光
交
流
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
２
５
）

光
を
観
せ
て
、
魅
せ
ら
れ
て

観
光
シ
リ
ー
ズ

い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の

　
救
護
活
動
と
安
全
対
策
に
つ
い
て 32

いぶすき
第22回

■日時　１月26日(日) 10：00～16：00
■場所　湊児童公園（セントラルパーク隣接）

Ｂ級グルメフェア

竜宮伝説の長崎鼻や篤姫ゆかりの地を巡るコース、親子で歩くキッズウオークを新設。
一足早い春の息吹きを感じながら家族や友人と一緒に歩いてみませんか。

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象 竜宮伝説の長崎鼻や篤姫ゆかりの地を巡るコース、親子で歩くキッズウオークを新設。竜宮伝説の長崎鼻や篤姫ゆかりの地を巡るコース、親子で歩くキッズウオークを新設。

菜の花マーチ
～大自然 九州最南端 初春の菜の花香る～

山川・フラワーパークステージ 指宿ステージ

秀峰開聞岳と花香る大自然を巡る
1月25日（土） 1月26日（日）

菜の花ロードと錦江湾ロマン街道を巡る

40km

1日目 2日目

30km

25km 20km

10km 12km

5km

3km

鰻池・池田湖畔の菜の花ロード　 　　
（７：00スタート）
竜宮伝説長崎鼻と秘湯鰻温泉ロード　　
（８：30スタート）
竜宮伝説長崎鼻とJR西大山駅の最南端ロード　
（８：30スタート）

篤姫の故郷、かごしまロマン街道を巡る
（７：00スタート）
宮ヶ浜とかごしまロマン街道を巡る　　
（８：30スタート）
「かおり風景100選」の知林ヶ島を望む
（10：30スタート）
いぶすき温泉菜の花ロード
（10：30スタート）
キッズウオーク
（９：45スタート）※保護者同伴

いぶすき菜の花マラソン大会
第33回

期日 1月12日（日）
9：00スタート

　指宿の菜の花が満開に咲き誇る時期となり
ました。今年も全国から多くのランナーが集
い、第33回いぶすき菜の花マラソン大会が開
催されます。
　沿道の皆さんの温かい声援をお願いします。
■問い合わせ先
　いぶすき菜の花マラソン大会実行委員会
　☎㉒2550

参加料（両ステージまたはどちらかの参加でも）
　○一般　2,000円　　○高校生以下 1,000円
　○市内の中学生以下　無料
その他　当日申し込みの場合、記念品はありません。
問い合わせ先
　いぶすき菜の花マーチ実行委員会　☎㉒5519 

同時
開催

主
な
救
護
・
安
全
対
策

当日申し込みもできます

地
震
や
空
震
が
起
こ
っ
た
こ
と
や

驚
い
て
桜
島
の
方
を
見
る
と
綿
の

よ
う
な
噴
煙
が
上
が
っ
て
い
た
こ

と
、
指
宿
に
も
約
15
㎝
も
の
灰
が

積
も
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

当
時
の
住
民
は
さ
ぞ
驚
い
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
こ
の
記
録
史
は
当
時

の
状
況
を
今
に
伝
え
る
大
切
な
資

料
な
の
で
す
。

　

今
年
は
、
桜
島
の
大
正
大
噴
火

か
ら
１
０
０
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
桜
島
の
大
正
大
噴
火
か
ら

現
在
に
至
る
歴
史
を
１
６
６
点
の

貴
重
な
絵
は
が
き
で
た
ど
る
展
示

会
を
開
催
中
で
す
。

絵
は
が
き
で
た
ど
る

　
　
　
　
　

桜
島
大
正
噴
火

■
期
間　

２
月
16
日（
日
）ま
で

■
入
場
料　

無
料

　

大
正
３
年
１
月
12
日
、
桜
島
が

大
噴
火
を
起
こ
し
ま
し
た
。
噴
煙

は
上
空
８
０
０
０
ｍ
に
達
す
る
と

共
に
約
30
億
ｔ
も
の
溶
岩
が
流
れ

出
し
ま
し
た
。
こ
の
噴
火
の
影
響

で
桜
島
と
大
隅
半
島
は
陸
続
き
に

な
り
ま
し
た
。

　

開
聞
の
玉
井
・
中
組
集
落
で
行

わ
れ
て
い
た
講
の
記
録
史
の
中
に
、

こ
の
大
正
大
噴
火
に
関
す
る
文
書

が
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

「
大
正
３
年
１
月
12
日
　
突
如
桜

島
爆
発
し
　
殷
々
轟
々
天
地
為
め

に
震
動
す
る
こ
と
数
分
間
毎
に
し

て
継
続
す
。す
わ
何
事
ぞ
と
　
は
る

か
北
方
を
望
め
ば
　
桜
島
の
頂
点
に

あ
た
か
も
綿
の
如
く
埋
高
く
雲
の

峯
を
築
き
た
る
を
見
る
　
そ
の
観

絶
美
な
り
‐
中
略
‐
そ
の
爆
音
と
共

に
降
灰
の
甚
だ
し
く
当
方
面
に
お
い

て
は
　
５
寸
位
の
降
灰
を
見
た
る
が

桜
島
付
近
の
垂
水
、
古
江
に
お
け
る

近
隣
近
郷
は
家
を
没
す
る
の
惨
状

を
呈
し
…
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
録
か
ら
、
数
分
お
き
に

指
宿
に
も
あ
�
た

　
　

桜
島
大
正
大
噴
火
の
記
録

いぶ
す
き

　

ま
る
ご
と
博
物
館（  
回
）
92
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市
内
で
ガ
ラ
ス
工
芸
に
取
り
組

ん
で
い
る
職
人
が
い
る
。
宮
澤
ガ

ラ
ス
工
房
を
営
む
宮
澤
裕
明
さ
ん

（
玉
利
）
だ
。

　

形
に
残
る
も
の
作
り
に
携
わ
り

た
か
っ
た
と
、
ガ
ラ
ス
職
人
を
目

指
し
、
国
内
は
も
と
よ
り
、
ア
メ

リ
カ
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
で
技
を
磨

い
て
き
た
。
20
年
ほ
ど
前
に
手
作

り
の
工
房
を
構
え
、
個
性
あ
ふ
れ

る
手
吹
き
の
ガ
ラ
ス
作
品
を
作
り

続
け
て
い
る
。

　

そ
ん
な
宮
澤
さ
ん
が
手
掛
け
る

作
品
に
「
ガ
ラ
ス
黒
薩
摩
」
が
あ

る
。
幾
度
も
試
作
を
重
ね
作
り
上

げ
て
き
た
、
宮
澤
さ
ん
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
だ
。
鹿
児
島
の
素
材
を
生
か

し
た
作
品
を
作
り
た
い
と
、
イ
メ

ー
ジ
を
温
め
て
き
た
中
で
、
桜
島

の
火
山
灰
に
着
目
し
た
。

　

ガ
ラ
ス
黒
薩
摩
の
外
側
に
振
り

掛
け
る
火
山
灰
と
ガ
ラ
ス
の
配
分

を
調
整
す
る
の
に
苦
労
し
た
が
、

黒
く
鈍
い
光
沢
と
、
ガ
ラ
ス
と
は

思
え
な
い
手
触
り
に
仕
上
げ
た
。

雄
大
な
桜
島
の
力
強
さ
を
表
現
す

る
こ
と
に
心
が
け
た
と
い
う
。　

　

内
側
は
、
窯
の
炎
の
温
度
や
酸

素
量
を
調
整
し
て
銀
箔
を
上
品
な

黄
金
色
に
変
化
さ
せ
て
い
る
。
銀

箔
の
貼
り
方
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、

華
や
か
な
模
様
を
醸
し
出
し
た
。

　

「
型
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

世
界
に
２
つ
と
し
て
同
じ
形
や
柄

の
作
品
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
宮

澤
さ
ん
は
言
葉
に
力
を
込
め
る
。

　

中
で
も
「
ガ
ラ
ス
黒
薩
摩		

桜
島

灰
酒
器
」
と
銘
打
っ
た
作
品
は
、

昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
２
０

１
３
か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
審
査
員
に

高
く
評
価
さ
れ
、
火
山
の
恵
み
賞

（
工
芸
品
部
門
）
を
受
賞
し
た
。

作
品
は
、
薩
摩
伝
承
館
や
仙
巌
園

な
ど
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

「
お
酒
を
飲
む
こ
と
が
大
好
き

な
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
も
酒

器
の
製
作
が
多
い
で
す
ね
。
自
分

が
欲
し
い
と
思
え
る
も
の
を
作
る

の
が
一
番
」
と
、
宮
澤
さ
ん
は
笑

顔
を
見
せ
た
。

　

今
宵
は
ガ
ラ
ス
黒
薩
摩
の
酒
器

を
傾
け
な
が
ら
、「
だ
れ
や
め
」
を

し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。
き
っ

と
い
つ
も
と
違
う
味
を
楽
し
め
る

は
ず
だ
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
水
産
課
特
産
品
振
興
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
３
１
４
）

特産品
シリーズ
VOL.7

火山の恵みを
    ガラス工芸に

火災の原因として多いのは、「こんろ」「放火」「たばこ」ですが、最近市内で思わぬ所か
ら出火した建物火災が発生しています。

問い合わせ先　指宿南九州消防組合消防本部予防課　☎㉖3103　　指宿消防署　☎㉒5111
　　　　　　　山川・開聞分遣所　☎340119

指宿南九州消防組合からのお知らせ

　石灰の他にも、保管庫や製品の梱包材に右の
ような表示やマークが付いている時は、水分と
の接触に気を付けましょう。
　石灰（肥料）は使い切りを心掛け、残ったも
のは長期間放置せず早めに使い切りましょう。

トラッキング現象による火災トラッキング現象による火災

低温発火による火災低温発火による火災低温発火による火災低温発火による火災

プラグの周りにほこりが
たまっていませんか？

タコ足配線をしていませ
んか？

使用後は電源を切り、コ
ードを抜いていますか？

農作業用の肥料として使われる石灰（酸化カルシウム80％以上含有するもの）が原因と思わ
れる火災が発生しています。石灰には水分に触れると、反応・発熱し、燃えやすい物に長期間
接触しているとその部分が炭化し低温発火（発火点以下での発火）する危険性があります。ま
た、空気中の水分にも反応するため、開封し使い切らず袋をひもで縛った状態であっても、雨
除けとしてゴザ等で覆ったりすると、熱をもった部分が炭化し発火する恐れがありますので注
意が必要です。

　冷蔵庫や洗濯機、エアコンなど、長い間挿しっぱなしにしているコンセントの
隙間にはホコリがたまり、そこに湿気が加わると、プラグの歯の間に電気が流れ、
徐々にプラグが炭化し、発熱が大きくなると発火する恐れがあります。
　年に１度は、乾いた布でホコリを取り除きましょう。

が発生しています！！が発生しています！！

家庭内で電気による火災になりやすい場所をチェックしてみましょう心当たり

ありませんか？

火災火災
思わぬ所から思わぬ所から

　

今
回
は
空
き
瓶
の
分
別
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

資
源
ご
み
と
し
て
空
き
瓶
を
出

す
と
き
は
、
無
色
、
茶
色
、
そ
の

他
の
色
の
３
種
類
に
分
別
し
、
そ

れ
ぞ
れ
指
定
ご
み
袋
に
入
れ
て
出

し
ま
し
ょ
う
。

　

資
源
ご
み
と
し
て
回
収
す
る
空

き
瓶
は
、
飲
食
物
が
入
っ
て
い
た

も
の
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
瓶
を
出
す
際
は
、

リ
サ
イ
ク
ル
工
程
の
支
障
と
な
る

た
め
、
ふ
た
を
取
り
除
き
、
軽
く

水
洗
い
し
た
後
、
乾
か
し
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

飲
食
物
以
外
が
入
っ
て
い
た
も

の
（
食
用
油
以
外
の
油
び
ん
、
農

薬
・
薬
品
の
瓶
、
哺
乳
瓶
な
ど
）

や
水
洗
い
し
て
も
汚
れ
の
落
ち
な

い
も
の
は
、「
燃
え
な
い
ご
み
」
に

分
別
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
茶
色
の
一
升
瓶
や
ビ
ー

ル
瓶
な
ど
は
、
繰
り
返
し
何
度
も

使
え
る
リ
タ
ー
ナ
ブ
ル
瓶
（
生
き

瓶
）
で
す
。
資
源
ご
み
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
地
域
の
廃
品
回
収

や
取
り
扱
い
業
者
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
政
策
課
生
活
衛
生
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
４
４
）

美
し
い
指
宿
を
未
来
へ
残
す
た
め
に
⑧

「
空
き
瓶
」
の
種
類
と
分
別

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う
広
場

ラベルは取らなくても構いません。

【茶色】【その他の色】 【無色】

16広報いぶすき　１月号2014.１　No.97ⅠBUSUKⅠ17



まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　10月10日、第12回ＫＫＢふるさとＣＭ大賞の審査
会が行われ、本市が出品した「砂浜に眠る宝石」が
グランプリを獲得しました。作品は、約3,700年前、
開聞岳の噴火でもたらされた鉱物「オリビン」を題
材にし、オリビンが砂浜に舞い降りたイメージで制
作。指宿を訪れた人たちに、オリビンの石言葉「幸
福」がもたらされるようにと思いを込めました。作
品は今後、ＫＫＢ鹿児島放送で放送されます。

　11月１日、指宿漁業協同組合の川畑三郎組合長が、
全国漁港漁場協会から「海の名人」として認定され
ました。長年にわたる藻場再生の活動が評価された
ものです。同協会では、海や川と共生するための知
恵を先人から受け継ぎ、その継承に努める人を「海・
川の名人」として認定しています。川畑さんは、「こ
の賞を受賞できたのは、皆さんのおかげです。今後
も後継者の育成に力をいれたい」と話しました。

ふ るさとに眠る宝石

大 海原のスペシャリストが誕生

ふるさとＣＭ大賞でグランプリ

指宿漁協川畑さんが「海の名人」

美しく輝く宝石「オリビン」

認定をよろこぶ川畑さん

今後の活動にも意欲的な篠原さん

受賞を喜ぶ下之園さん（左）と福宮校長

　山川港を利用する船舶に事故がないよう、昭和54
年から35年間、灯台の監視を続けています。灯台の
明かりが点灯しているか確認しながら、漁師や地域
の皆さんがいつも安全に出・帰港することを願って
います。台風が来た時は、海上にある灯浮標が流さ
れていないか特に心配になります。今回の受章を機
に、さらに気を引き締め、今後も微力ながら航海安
全のため務めたいと思います。

　国税庁などが主催する「税についての作文」コン
クールで10月30日、南指宿中３年の下之園大樹さん
（迫北）が熊本国税局長賞を受賞しました。下之園
さんは、政府開発援助（ＯＤＡ）の活動に税金が使
われていることに着目。私たちの税金で、世界の子
どもたちが救われている現状を書いたことが評価さ
れました。また、税に関する作文のこれまでの継続
した応募に対して、同校にも感謝状が贈られました。

海 上保安功労で瑞宝単光章

税 の大切さを広める

篠原信明さん（成川浜）

税の作文コンクールで局長賞

　市内のさまざまな職種の人たちが一堂に介し、街
の活性化やイベントなどを支援する「指宿もりあげ
隊」を結成しました。発起人となった伊牟田圭さん
（田良）の呼び掛けに、飲食店やかつお節製造業者、
農業、観光業者ら41人が集まり、11月７日、市役所
指宿庁舎で発足式が行われました。伊牟田さんは、
「さまざまな職種や団体が協力して形にしていくた
めに皆さんの力を貸してほしい」と呼び掛けました。

異 業種が一致団結
指宿もりあげ隊が発足

指宿を盛り上げようと団結する隊員ら

均一にそばをのばす子どもたち

　地域が育む「かごしまの教育」県民週間の一環で、
今和泉小の３年生と保護者ら22人が、小牧そば打ち
体験を行いました。11月７日、小牧地区の住民を講
師に迎え、そば粉ができるまでの工程を学んだあと、
みんなで力を合わせてそば打ちに挑戦。出来上がっ
たそばを一緒に食べて交流を深めました。坂元駿斗
さん（浜東）は、「そば打ちはとても力が必要で大変
だったけど、楽しかったです」と話しました。

地 域の温かさをそばで感じる
今和泉小でそば打ち体験

　11月13日、ＪＲ薩摩今和泉駅前で女性に対する暴
力根絶運動として「パープルリボン運動」が行われ
ました。同駅を利用する乗降客や高校生らに、配偶
者等からの暴力（ＤＶ）や性犯罪など、女性への暴
力根絶を呼び掛けるパンフレットとパープルリボン
を配布。主催したスマイルネットいぶすきの鍵山あ
けみ会長は、「若い世代に活動を知ってもらい、暴力
のない社会につながってほしい」と話しました。

暴 力のない社会を目指して
パープルリボン運動を開催

指宿商業高校の生徒らも協力

　11月11日、名古屋市で中京指宿会の第35回総会が
開催され、会員約50人が参加しました。市からは豊
留市長と前田副議長らが出席し、故郷の近況を報告
しました。懇親会では、県人会女性部による踊りの
余興があり、参加者は一緒におはら節を踊って親睦
を深めました。新会長に就任した松葉清貴さん（宮
地区出身）は、「中京地区の市出身者に、地元の家族
からも参加を呼び掛けてほしい」と話しました。

お はら節で親睦を深める
中京指宿会が総会

思い出話に故郷を懐かしむ
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まちの話題Zoom  up  Ibusuki

ズームアップ いぶすき

　11月23日、市民会館をメーン会場に沖縄・鹿児島文化交流祭（同実行
委員会主催）が開催され多くの市民らが訪れました。相互に訪問し、今
回で５回目を迎える文化交流祭。今年は芸能交流に加え、山川文化ホー
ルにおいて志學館大学教授・県立図書館長の原口泉さんを迎えた基調講
演やパネルディスカッションも行われたほか、18世紀山川港の再現模型
の展示や伊能図フロア展など充実した内容で実施されました。メーン会
場の市民会館では、芸能交流「薩摩郷土芸能と琉球舞踊」が行われ、鹿
児島県側から鹿屋と霧島の琉球踊りや奄美高校郷土芸能部による「サン
シン」「チヂン（太鼓）」の演奏などのほか、市内からも山川ツマベニ少年
太鼓や利永琉球傘踊りが披露されました。また、沖縄県側からも琉球古
典音楽斎唱「かぎやで風」や「四ッ竹」など、沖縄芸能連盟によるさま
ざまな琉球舞踊が披露されました。

　11月22日～24日、鹿児島で初の国内男子シニアゴ
ルフツアー戦がいぶすきゴルフクラブ開聞コースで
催されました。2004年まで「カシオワールドオープ
ン」が開かれていた同コースに、往年の名プレーヤ
ー72人が集結。尾崎直道プロや倉本昌弘プロらが帰
ってくるとあって、延べ4,500人もの観戦者が訪れま
した。結果は今季のシニアツアー賞金王を決めてい
た室田淳プロが初日から首位を守り、優勝しました。

伝 統芸能で相互交歓

名 プレーヤーたちが指宿に

沖縄・鹿児島文化交流祭が開催

いわさき白露シニアゴルフが開幕

奄美高校の郷土芸能部

四ッ竹

琉球古典音楽斎「かぎやで風」

名プレーヤーが熟練の技で魅了

フロアに敷き詰められた日本地図

　伊能忠敬が率いる測量隊が17年の年月を掛けて日
本全国を実測し作成した「大日本沿海輿地全図（伊
能図）」のフロア展が11月21日から４日間、指宿総合
体育館で開催されました。展示用プレート214枚と
中図８枚、小図３枚で構成された伊能図の上を観覧
者は歩き、見て、触れることで忠敬の偉業を体感し
ていました。また、門外不出といわれた琉球国之図
の特別展示も行われ、延べ2,256人が訪れました。

精 緻な日本地図に感銘
伊能図フロア展が開催

　11月22日、鹿児島指宿会の「第12回いぶすきの集
い」が鹿児島市で開催され、会員約80人と市から豊
留市長や森議長らが出席しました。会では時遊館Ｃ
ＯＣＣＯはしむれの渡部学芸員が写真映像を交えつ
つ、昭和30年代の指宿の様子を振り返る講演会が行
われ、会員らは当時を懐かしみながらふるさとの話
題で盛り上がりました。また、特産品が当たる抽選
会や市民歌の合唱なども行われました。

　11月16日、市生涯学習フェスティバルが山川文化
ホールで開催されました。大会の中で市は、社会教
育の振興や生涯学習の推進に対し、長年にわたり功
績のあった個人や団体や他の模範となる善行等のあ
った青少年や団体を表彰しました。また学校の依頼
に応じて、朝のあいさつ運動・登下校の安全指導・
読書活動などの支援を実施する丹波小学校区学校応
援団が文部科学大臣賞を受賞し表彰伝達が行われま
した。

各種表彰
青少年の善行等表彰
○濵﨑友梨香（今和泉小学校）	
○冨山貴弘（池田小学校）
社会教育優良団体
○山川ジュニア・リーダークラブ
○魚見校区防犯組合連絡協議会
文部科学大臣賞表彰伝達
○丹波小学校区学校応援団

鹿 児島でふるさとを語る

功 績をたたえる

鹿児島指宿会が総会

社会教育各種で表彰

写真を見ながら当時を懐かしむ

各種表彰者の皆さん

▲式典の様子

利永琉球傘踊り ▼

受賞を喜ぶ中村さん（左）と内山さん

　11月15日、鹿児島市で県障害者保健福祉大会が行
われ、内山京子さん（摺ヶ浜北）と中村祐子さん（摺
ヶ浜南）が自立更生者として県知事表彰を受賞しま
した。両氏は視覚に障害がありながらも、長年にわ
たる無料マッサージを通した社会貢献が評価された
ものです。中村さんは、「周りの皆さんの助けがあっ
たからこそ、このような賞をいただくことができま
した。これからも頑張りたい」と話しました。

手 から伝わるみんなの笑顔
自立厚生者として県知事賞受賞

シンポジウムの様子
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ズームアップ いぶすき

　11月29日、本市出身の大相撲行司、式守玉三郎さ
んの講演会が山川図書館で行われ、市民ら約90人が
集まりました。講演では入門当時の苦労話や相撲の
魅力について写真や番付表を交えながら話し、参加
者らを楽しませました。式守玉三郎さんは平成４年
に中学を卒業後、片男波部屋へ入門。平成18年に現
在の行司名を襲名し、昨年７月名古屋場所から十両
格（十枚目）に昇進、立行司を目指し活躍中です。

　12月１日、市内レストランで子どもたちによる、
コック兼ホールスタッフの１日体験会が行われまし
た。白衣や制服に着替えた子どもたちは、開店まで
の間、料理の準備や接客マナーを学習。開店時には
保護者らが客として訪れ、席へ案内したりオーダー
を取ったりしながら、終始笑顔で対応していました。
丹波小４年生の中野すみれさん（迫北）は、「料理を
こぼさないよう慎重に運びました」と話しました。

行 司さんに聞いてみよう

ご 注文を承りました

図書館講座で行司とふれ合う

指宿子どもレストランがオープン

講演後は質問コーナーや記念撮影も

気分はもう一流シェフ

かわいい売り子たちとの会話も弾む

全国大会出場の報告に訪れた団員ら

　11月29日、池田小で第11回イッシーまつりが開催
されました。子どもたちが授業で育てたジャガイモ
やサツマイモを団子やお菓子にして販売。学校には
多くの地域住民らが訪れ、準備した商品は次々と売
れていきました。２年生の野村志乃さん（石嶺）は、
「イッシー祭りにたくさん来てくれてうれしかった。
１人で20個買ってくれたお客さんもいてビックリし
ました」と笑顔で話してくれました。

　11月17日に霧島市で行われた日本太鼓ジュニアコ
ンクール県大会で、山川ツマベニ少年太鼓が２位と
なり、11回目の全国大会の出場権を獲得しました。
11月30日、受賞の喜びと全国大会出場の報告に市長
を訪れ、澤山知里さん（細田西）は、「いろんな人の
支えがあったから頑張れた。全国では、東北の人た
ちが元気になれるような演奏をしたい」と抱負を話
しました。

今 年も大盛況の体育館

福 島の地で舞い踊れ

池田小でイッシーまつりが開催

ツマベニ少年太鼓が全国大会へ

　11月24日、宮ヶ浜の海岸線をコースとした市駅伝
競走大会が行われ、市内の小・中学生ら25チーム220
人が参加しました。競技は、小学生の部と一般の部
に分かれて開催。選手たちは、海岸からの潮風と沿
道の温かい声援を受けながら力走しました。小学生
の部で優勝した魚見サッカースポーツ少年団６年の
雪丸慎利さん（五郎ヶ岡）は、「駅伝を通してチーム
の団結力が深まったと思う」と話しました。

タ スキに思いを込めて
市駅伝競走大会が開催

沿道の声援を受けながら力走

かつお節削りに挑戦する子ども

　11月24日は語呂合わせから「い
１ １

い節
2 4

の日」として
山川鰹

かつお

節祭りが開催されました。会場となった道の
駅山川港活お海道では、来場者に茶ぶしやカツオの
腹皮の振る舞いなどが行われました。また、新鮮な
魚や野菜、生花などの販売、北海道千歳市と新潟県
十日町市の姉妹・友好都市フェアも開催。お米やお
菓子など特産品が並び、活お海道は大勢の市民や観
光客でにぎわいました。

か つおの香り漂う山川港
活
い

お海道で節の日イベント

　11月24日、「人、そして地球への思いやり」をテーマに、第12回いぶす
きふれ愛フェスタが開聞総合体育館で開催されました。体験を通して自
分への思いやり（健康）、他人への思いやり（福祉）、地球への思いやり
（環境）について考えてもらおうと、市内外から約50もの団体が参加。
オープニングセレモニーでは魚見保育園児が元気にふれあい宣言を宣誓。
メーン会場では健康・福祉・環境の３つのエリアに別れ、バザーやマイ
バッグ作り、軽スポーツなどの体験イベントが実施されました。また、
障害者に対する理解と社会参加・啓発活動の一環として、第13回ふれあ
いフレンド文化祭も同時開催され、竹山苑やワークショップみんなの家
などの施設利用者による作品展示やバザー、一生懸命に練習した舞台発
表なども行われました。

健 康・福祉・環境を考える
いぶすきふれ愛フェスタが開催

介護機器を体験中

リサイクルショップも盛況

メーン会場の様子

ドングリを使ってコマ作り 健康はまず食事から
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まちの話題

　昨年１月から校門前で毎朝30分のあいさつ運動や
横断歩道を渡る小学生の手助けを行っている指宿商
業高校野球部の活動に対し、指宿地区交通安全協会
と指宿警察署から交通安全のぼり旗10本が贈られま
した。12月４日、同校で贈呈式が行われ２年生の若
松朋也さん（鳥山）は、「地域の安全運転と小学生の
登下校の支えになり、みんなが安全に生活できるよ
う呼び掛けていきたい」と話しました。

　住田フミエさん（町２区東）が11月20日に満100
歳を迎えました。市と市社会福祉協議会は祝い金と
記念品を贈り長寿を祝いました。住田さんは現在、
自宅で元気に過ごしています。長寿の秘けつを尋ね
ると、「若いころ懸命に働いたおかげで体が丈夫です。
また、食事は洋食が好きですが量は控えめにしてい
ることでしょうか」（住田さんの親族）と話してくれ
ました｡いつまでも元気で長生きしてください。

交 通安全の活動に一助

い つまでも長生きを

交通安全のぼり旗を贈呈

100歳長寿を祝う

活動にますます意気込む部員ら

住田フミエさん

ＥＭ活性液を投入する子どもたち

登山道の整備を行う生徒たち

　12月１日、新西方区内を流れる湊川で、浄化活動
が行われました。同地区では、ＥＭ（有用微生物群）
菌を活用した環境に関する勉強会を通じて、地域住
民が世代間交流を行っています。当日は、区民28人
が参加し、湊川にＥＭ活性液約300ℓを一斉に投入
しました。今和泉小４年生の竹山穂乃華さん（永吉）
は、「いろんな活動を通して、市内の川がきれいにな
ってほしいです」と話しました。

　12月12日、西指宿中の２・３年生51人が、高江山
登山道の整備を行いました。地域貢献事業として８
年前から行われ、人のために活動する奉仕の心を育
てることが狙いです。生徒らは地域の人たちと一緒
に、枕木やハンマーなどの重い道具を持って入山。
初日の出を拝みに来る人などが登りやすいよう、急
な坂道に約20段の階段を作ったり、清掃活動を行っ
たりして地域の人たちと汗を流しました。

地 域の川をみんなで守る

登 山客へのおもてなし

湊川で河川浄化活動

西中生が登山道を整備

篤
姫
の
ひ
な
ま
つ
り
展

　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

で
は
、
日
本
の
伝
統
行
事
の
ひ
と

つ
「
ひ
な
祭
り
」
に
合
わ
せ
て
、

　
「
篤
姫
の
ひ
な
ま
つ
り
展
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

観
覧
は
無
料
で
す
。
家
族
み
ん

な
で
、
楽
し
い
ひ
な
祭
り
の
思
い

出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

■
期
間　

１
月
25
日（
土
）〜
３
月

23
日（
日
）

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
ロ
ビ
ー

■
内
容　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
収
蔵
の
ひ
な
壇
飾
り
や
、

土
人
形
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、

ひ
な
人
形
の
ル
ー
ツ
や
飾
り
方

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
パ
ネ

ル
で
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

ま
な
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

　

終
戦
直
後
、
指
宿
高
校
で
生
徒

と
共
に
民
俗
調
査
を
行
っ
た
小
野

重
朗
氏
と
、
そ
の
報
告
書
「
薩
南

民
俗
」
に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。

　

小
野
氏
と
40
年
以
上
に
わ
た
り

民
俗
調
査
と
研
究
を
行
っ
た
川
野

和
昭
氏
を
講
師
に
迎
え
、
小
野
氏

の
人
柄
や
指
宿
の
民
俗
の
謎
な
ど

に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

■
日
時　

１
月
18
日（
土
）13
時
30

分
〜
15
時

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ
１
階
講
堂

■
演
題　

小
野
重
朗
と
「
薩
南
民

俗
」
か
ら
見
た
指
宿
の
民
俗
に

つ
い
て

■
講
師　

川
野
和
昭
氏
（
南
方
民

俗
文
化
研
究
所
主
宰
）

■
参
加
料　

無
料

時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ

催
し

　　　　　　 1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28

２月
2014

23 24 25 26 27 28

　　　　　　 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

１月
2014

１月25日（土）18：00～
１月26日（日）14：00～
指宿総合体育館場所

日時

市内在住の65歳以上を無料招待します
※試合会場受付で、免許証など年齢が確認できる
　ものを提示してください。

VS

■チケット前売り券
○指定席　
　プレミアム席　4,000円
　ベンチ裏席　　3,000円
○自由席
　一般・大学生　1,800円
　中高生　　　　1,500円
　小学生　　　　1,000円
※当日券は、300円増し
■チケット販売
○市バスケットボール協会
　☎090‐1511‐7229
○南日本新聞指宿販売所
　☎㉒2302
○各種コンビニ
問い合わせ先
　市バスケットボール協会
　☎090‐1511‐7229

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

地元チーム・選手に声援を

アイシンAW
アレイオンズ安城

　ナショナル・バスケットボール・デベロップメント・リーグで活躍するレノヴ
ァ鹿児島の公式戦が、指宿で開催されます。鍛え上げられた選手たちが目の前で
大迫力の試合を展開します。家族みんなで地元チームを応援しよう！

24広報いぶすき　１月号2014.１　No.97ⅠBUSUKⅠ25



Information情 報 掲 示 板

■
場
所　

サ
ン
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
い

ぶ
す
き

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
準
備
す
る
も
の　

作
業
の
で
き

る
服
（
エ
プ
ロ
ン
な
ど
）

■
定
員　

20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

　

ま
す
。

■
申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
電
話
で

も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

い
ぶ
す
き
花
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

花
友
（
代
表　

秋
元
由
佳
里
）

☎
０
９
０-

８
４
１
０-

３
９
３
６

FAX
㉗
１
０
８
４

サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ

　

い
ぶ
す
き
サ
イ
エ
ン
ス
倶
楽
部

で
は
、
気
軽
に
楽
し
く
学
べ
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
19
日（
日
）14
時
〜

15
時
30
分

■
場
所　

時
遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は

し
む
れ

■
対
象
者　

誰
で
も
参
加
で
き
ま

す
。

■
内
容　

冬
な
ら
で
は
の
楽
し
い

実
験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
料　

１
０
０
円

■
定
員　

30
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

■
講
師　

い
ぶ
す
き
サ
イ
エ
ン
ス

倶
楽
部

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

い
ぶ
す
き
サ
イ
エ
ン
ス
倶
楽
部

　

☎
０
９
０-

８
３
５
３-

８
１
８
２

　

*ibusuki.sc@
gm
ail.com

　

い
ぶ
す
き
花
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

花
友
で
は
、
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ

ッ
ト
の
実
技
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
日
時　

１
月
19
日（
日
）10
時
〜

12
時

■
日
時　

１
月
19
日（
日
）９
時
〜

■
場
所　

か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ

い
公
園
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
場

■
対
象　

中
学
生
以
上

■
参
加
料　

○
大
人　

１
０
０
０
円

○
中
学
生
〜
大
学
生　

５
０
０
円

■
定
員　

24
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り				

ま
す
。

■
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
直
接

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
日　

１
月
16
日（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ

運
営
委
員
会
（
か
い
も
ん
山
麓

ふ
れ
あ
い
公
園
内
）

☎
32
５
５
６
６

　

１
月
26
日
は
、
昭
和
24
年
に
法

隆
寺
の
金
堂
壁
画
が
被
災
し
た
日

で
す
。
ま
た
、
こ
の
時
期
は
火
災

が
多
く
、
毎
年
こ
の
日
を
文
化
財

防
火
デ
ー
と
し
て
、
全
国
的
に
文

化
財
防
火
運
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
文
化
財
防
火
デ
ー
に

伴
う
消
火
訓
練
を
行
い
ま
す
。
地

域
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
日
時　

１
月
24
日（
金
）13
時
〜

■
場
所　

豊
玉
媛
神
社

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
文
化
係
（
時
遊
館

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

　

市
生
活
学
校
運
動
連
絡
会
で
は
、

心
豊
か
な
人
づ
く
り
と
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
交

流
集
会
を
開
催
し
ま
す
。
誰
で
も

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

■
日
時　

１
月
24
日（
金
）13
時
〜

16
時

■
場
所　

開
聞
総
合
体
育
館
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ

■
内
容　

在
宅
介
護
に
つ
い
て

■
参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
（
時

遊
館
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｏ
は
し
む
れ
内
）

☎
㉓
５
１
０
０

冬
の
実
験
教
室

ハ
ン
ギ
ン
グ
バ
ス
ケ
ッ
ト

を
作
ろ
う

健
幸
ふ
れ
あ
い

パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

文
化
財
防
火
デ
ー

市
生
活
学
校

運
動
交
流
集
会

　市内女性農業者グループ「きらめきべっ
ぴんネット」では、生産者が野菜、花、観
葉植物、農産加工品などを販売する「べっ
ぴん朝市」を開催します。気軽にお越しく
ださい。
※ホテル秀水園玄関横の臨時駐車場を利用
してください。

問い合わせ先
農政課担い手支援係（いぶすき農業支援
センター内）　☎㉒2111（内線715）

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
対
象

１月19日（日）７：30~
ホテル秀水園ロビー場所

日時

朝市安
心
安
心

安
全
安
全

新
鮮朝市朝市
べっぴん

第
27
回
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝

競
走
大
会
が
霧
島
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
力
走
す
る
選
手
た
ち
に
大

き
な
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
当
日
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
で
生
放
送
さ
れ
る

予
定
で
す
。

■
期
日　

１
月
26
日（
日
）

■
ス
タ
ー
ト　

10
時

■
参
加
地
区　

鹿
児
島
、
指
宿
、

川
辺
、
日
置
、
川
薩
、
出
水
、

伊
佐
、
姶
良
、
曽
於
、
肝
属
、

熊
毛
、
大
島
の
12
チ
ー
ム

■
コ
ー
ス
・
距
離　

霧
島
市
隼
人

運
動
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

と
す
る
、
国
分
下
井
を
折
り
返

す
６
区
間
21
・
０
９
７
５
㎞

問
い
合
わ
せ
先

市
民
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係

☎
㉗
０
２
０
３

　

市
で
は
、
学
校
図
書
館
事
務
職

員
（
臨
時
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

３
人

■
雇
用
期
間　

４
月
１
日（
火
）〜

平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）（
契

約
更
新
あ
り
）

■
応
募
資
格　

市
内
に
居
住
し
、

次
の
条
件
を
満
た
す
人

○
司
書
教
諭
、
司
書
ま
た
は
司
書

補
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す

る
人

○
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
等
）
の
操
作
が
で
き
る
人

■
勤
務
内
容　

学
校
図
書
館
の
運

や
蔵
書
管
理
、
読
書
活
動
（
指

導
や
調
べ
学
習
の
補
助
）
な
ど

■
勤
務
先　

市
内
の
市
立
学
校

■
勤
務
条
件

○
賃
金　

月
額
１
５
８
，６
０
０
円

○
勤
務
日
お
よ
び
勤
務
時
間　

原

　

則
と
し
て
月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

　

年
末
年
始
を
除
く
）
の
８
時
15

分
〜
16
時
45
分

○
各
種
保
険　

社
会
保
険
、
労
働

保
険
、
雇
用
保
険

○
休
暇
等　

年
次
有
給
休
暇
、
特

別
休
暇
あ
り

○
そ
の
他　

勤
務
校
の
異
動
あ
り

■
選
考
方
法　

書
類
選
考
、
面
接

※
書
類
選
考
合
格
者
に
、
面
接
試

験
の
日
程
等
を
郵
送
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

○
市
販
の
履
歴
書
に
顔
写
真
を
貼

り
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

　

封
筒
に
入
れ
て
持
参
ま
た
は
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

封
筒
の
表
に
、「
学
校
図
書
館
事

務
職
員
申
込
書
」
と
朱
書
き
し

て
く
だ
さ
い
。

○
司
書
教
諭
、
司
書
ま
た
は
司
書

補
の
資
格
を
証
明
で
き
る
書
類

の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

○
図
書
館
業
務
や
読
書
活
動
の
経

験
者
は
、
履
歴
書
の
職
歴
欄
に

詳
細
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切
日　

２
月
７
日（
金
）

17
時
必
着

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
教
育
総
務
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
４
１
１
）

募
集

県
地
区
対
抗

女
子
駅
伝
競
走
大
会

学
校
図
書
館
の

事
務
職
員

１月31日（金）18：00～
山川文化ホール

男性限定★働き世代
ヘルシー栄養教室

場 所

日 時

　簡単な料理の技術を身に付け、バランスの良い食事を取ることは、
メタボリック体型の予防や改善、生活習慣病の発症予防につながり
ます。また、料理を作れるようになれば、家事の助けにもなります。
　市では、男性を対象にしたヘルシー栄養教室を開催します。自分
や家族の健康を、食事から見直してみませんか。

■実施内容　健康づくりに関する講
話や料理初心者に向けた調理実習

■対象者　市内に居住する人で、お
おむね30～60代の男性
※エプロンと三角巾、筆記用具を持
参してください。

■参加料　無料
■定員　20人
※定員になり次第、締め切ります。
■申込方法　電話で申し込んでくだ
さい。

■申込締切日　１月24日（金）

申し込み・問い合わせ先
　健康増進課健康指導係
　（指宿保健センター内）　
　☎㉒2111（内線281）

男性も料理の技術を身に付けましょう。
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広告を掲載しませんか

○広報いぶすき（通常版）
　平成26年５月号～27年４月号
○広報いぶすき（お知らせ版）
　平成26年５月10日号～27年４月10日号

広告を掲載する媒体 ○市ホームページ

広告代理店を募集します。 募 集 の 対 象 広告主を募集します。

対象物ごとに、所定の申込用紙で、市長
公室広報統計係まで、直接または郵送で
申し込んでください。

契 約 の 申 込 方 法 契約は不要です。

市長公室広報統計係
☎㉒2111（内線172）
市ホームページからダウンロードするこ
ともできます。
http://www.city.ibusuki.lg.jp

契約申込書の配布場所 契約申込書は不要です。

２月14日(金)17時必着 契約申込書の提出期限 契約申込書はありません。

〒891－0497
指宿市十町2424
指宿市市長公室広報統計係
☎㉒2111（内線172）

申 込 書 提 出
問 い 合 わ せ 先

〒891－0497
指宿市十町2424
指宿市市長公室広報統計係
☎㉒2111（内線172）

縦6.5㎝×横9.0㎝ 広 告 の 規 格 縦60ピクセル×横200ピクセル

各号８枠 広 告 の 枠 数 10枠

通常版はフルカラー
お知らせ版は１色（黒色） 広 告 の 色 フルカラー

市と契約する広告代理店です。広告代理
店は、市との契約締結後に広報紙、ホー
ムページ等で公表します。

広告掲載の申込窓口 市長公室広報統計係です。

市と契約する広告代理店に確認してくだ
さい。 広告掲載の申込方法

所定の申込用紙にバナー広告の電子デー
タを添えて、市長公室広報統計係まで、
直接またはメール、郵送で申し込んでく
ださい。申込用紙は市ホームページから
ダウンロードしてください。

市と契約する広告代理店に確認してくだ
さい。 広 告 掲 載 料 金 １枠１カ月当たり5,000円（税込み）

　市では、広報いぶすきと市ホームページに民間企業等の広告を掲載してい
ます。広告代理店と広告主を募集しますので、関心のある人は、申し込んで
ください。

　

平
成
26
年
度
（
10
〜
３
月
）
に

市
体
育
施
設
を
大
会
等
で
使
用
す

る
団
体
は
、
計
画
書
を
１
月
24
日

（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

日
程
が
重
な
っ
た
団
体
に
つ
い

て
は
年
間
調
整
会
に
出
席
し
、
団

体
間
で
協
議
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
計
画
書
は
指
宿
総
合
体

育
館
、
Ｂ
＆
Ｇ
山
川
海
洋
セ
ン
タ

ー
、
山
川
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
、

開
聞
総
合
体
育
館
に
設
置
し
て
あ

り
ま
す
。

年
間
調
整
会
日
程

■
日
時　

２
月
３
日（
月
）19
時
〜

■
場
所　

指
宿
総
合
体
育
館

※
山
川
・
開
聞
地
域
の
体
育
施
設

も
同
時
に
行
い
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
４
〜
９
月
分
の
追

加
・
変
更
も
受
け
付
け
ま
す
。

通
常
の
練
習
等
の
予
約

使
用
す
る
日
の
２
週
間
前
か
ら
、

各
施
設
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で

予
約
で
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
指
宿
総
合
体
育
館

　

☎
㉒
３
５
１
１

○
い
ぶ
す
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　

☎
㉔
５
３
６
６

市
体
育
施
設
の

年
間
調
整
会
と
予
約

人
権
問
題
シ
リ
ー
ズ
97

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　

  

人
権
侵
害

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
る
便

利
な
も
の
で
す
が
、
そ
の
一
方
で
、

新
た
な
人
権
問
題
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
安
易
に

他
人
へ
の
ひ
ぼ
う
中
傷
や
無
責
任

な
う
わ
さ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
情
報

を
流
す
こ
と
は
、
人
権
侵
害
に
つ

な
が
り
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る

と
き
も
、
直
接
人
と
接
す
る
と
き

と
同
じ
よ
う
に
ル
ー
ル
や
モ
ラ
ル

を
守
り
、
相
手
の
人
権
を
尊
重
す

る
こ
と
が
大
事
で
す
。

お
互
い
の
顔
は
見
え
な
く
て
も
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
つ
な
が
っ
た

先
に
い
る
の
は
、
心
を
持
つ
生
身

の
人
間
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
忘

れ
ず
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
ま
し
ょ
う
。

今
月
の
特
設
人
権
相
談
所

山
川
文
化
ホ
ー
ル

■
日
時　

１
月
９
日（
木
）10
時
〜

15
時

問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
協
働
課
戸
籍
係

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
７
）

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
に
よ
り

選
挙
管
理
委
員
会
で
作
成
し
ま
す
。

　

こ
の
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な

い
と
選
挙
の
際
に
投
票
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
次
の
資
格
に
該
当
す

る
人
は
、
必
ず
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

■
資
格

　

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
に
お

　

い
て
、
市
内
に
住
所
が
あ
る
平

　

成
６
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

　

れ
た
人
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
す
る
こ
と

①
10
ａ
（
約
１
反
）
以
上
の
農
地

　

を
耕
作
し
て
い
る
人
（
農
地
を

借
り
て
耕
作
し
て
い
る
場
合
は
、

農
業
委
員
会
を
通
じ
て
貸
借
を

結
ん
で
い
る
こ
と
）

②
①
の
配
偶
者
ま
た
は
同
居
の
親

族
で
、
年
間
60
日
以
上
農
作
業

に
従
事
し
て
い
る
こ
と
を
農
業

委
員
会
が
認
め
た
人

③
10
ａ
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て

い
る
農
業
生
産
法
人
の
組
合
員

ま
た
は
社
員
で
、
年
間
60
日
以

上
耕
作
の
業
務
に
従
事
し
て
い

る
こ
と
を
農
業
委
員
会
が
認
め

た
人

■
提
出
方
法

　

送
付
さ
れ
た
申
請
書
を
受
け
取

　

っ
た
人
は
、
１
月
10
日（
金
）ま

　

で
に
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
山

　

川
・
開
聞
支
所
地
域
振
興
課
も

し
く
は
市
政
事
務
嘱
託
員
に
、

直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局
農
地
係（
い

　

ぶ
す
き
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

　

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
７
２
１
）

　

交
通
事
故
に
関
す
る
損
害
調
査
、

後
遺
障
害
の
等
級
認
定
、
損
害
賠

償
額
の
精
査
、
治
療
や
後
遺
症
に

関
す
る
不
安
や
悩
み
な
ど
、
交
通

事
故
に
関
す
る
も
の
全
て
の
相
談

が
可
能
で
す
。
な
お
、
相
談
は
事

前
に
予
約
し
た
人
を
優
先
し
ま
す
。

■
日
時　

１
月
18
日（
土
）10
時
〜

15
時

■
場
所　

市
民
会
館
小
会
議
室

※
常
設
の
電
話
相
談
窓
口

　

月
〜
金
、
９
時
〜
16
時

　

☎
０
９
９-

３
４
５-

１
０
８
９

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

　

救
済
推
進
協
会
南
薩
地
区
担
当

　

有
田
ム
ツ
ミ

　

☎
０
９
９-

３
４
５-

１
０
８
９	

　　

県
行
政
書
士
会
指
宿
支
部
で
は
、

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
身

近
な
相
談
ご
と
な
ど
誰
で
も
気
軽

に
相
談
で
き
ま
す
。

■
期
日　

１
月
23
日（
木
）

■
時
間　

13
時
〜
16
時

■
場
所　

中
央
公
民
館
２
階
小
会

議
室

※
緑
色
の
「
の
ぼ
り
旗
」
が
目
印	

　

で
す
。

■
相
談
内
容　

相
続
・
贈
与
・
遺

産
相
続
協
議
書
、
車
事
故
・
自

動
車
事
故
損
害
賠
償
請
求
・
車

庫
証
明
・
登
録
、
離
婚
・
慰
謝

料
・
養
育
費
請
求
、
分
筆
・
土

地
境
界
、
公
正
証
書
・
遺
言
書

作
成
、
各
内
容
証
明
作
成
、
成

年
後
見
人
、
外
国
人
の
入
管
手

続
き
・
登
録　

な
ど

※
相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

■
相
談
員　

県
行
政
書
士
会
指
宿

支
部
会
員

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
県
行
政
書
士
会　

指
宿

　

支
部
長　

松
﨑
勲

　

☎
㉒
６
８
１
１

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
申
請

交
通
事
故

無
料
相
談

県
行
政
書
士
会
の

無
料
相
談
会

お
知
ら
せ

　道の駅山川港「活お海道」に、姉妹
都市千歳市と友好都市十日町市の特産
品コーナーができました。
　甘いチョコやラーメン、魚沼産「こ
しひかり」など、北国のおいしい商品
を取り揃えています。
問い合わせ先
　道の駅山川港「活お海道」☎㉗6507

よかもんがずんばい
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日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

ホームページ　http://www.minc.ne.jp/ibusukilib/　

◎
指
宿
図
書
館 

☎
㉓
2
8
2
7

◎
山
川
図
書
館 

☎
35
3
3
0
0

◎
本
の
ひ
ろ
ば

　
　
　

い
こ
ろ
、
県
外
か
ら
車
で

　
　
　

帰
省
す
る
時
、
池
田
方
面

に
差
し
掛
か
り
開
聞
岳
が
見
え
る

と
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
と
実
感
す

る
も
の
で
し
た
。
今
は
、
自
宅
居

間
の
正
面
に
開
聞
岳
を
望
む
こ
と

が
で
き
、
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
₆₃
歳　

秦
人
の
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

　
　
　

つ
見
て
も
飽
き
の
来
な
い

　
　
　

開
聞
岳
。
帰
郷
す
る
た
び

に
温
か
く
迎
え
て
く
れ
ま
す
。
ふ

る
さ
と
の
雄
大
な
自
然
を
大
切
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

月
₂₄
日
は
、
い
い
節
の
日

　
　
　

な
ん
で
す
ね
。
勝
武
士
ラ

ー
メ
ン
、
２
店
舗
で
食
べ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
カ
ツ
オ
の
だ
し

と
い
い
香
り
が
し
て
お
い
し
か
っ

た
で
す
。
息
子
の
誕
生
日
が
11
月

24
日
な
の
で
、
誕
生
日
に
は
か
つ

お
節
で
も
あ
げ
よ
う
か
な
。

　
　
　
　

（
₂₉
歳　

ち
ゅ
ん
た
）

　
　
　

つ
お
節
と
い
う
言
葉
が
生

　
　
　

ま
れ
て
５
０
０
年
に
な
る

こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
私

の
家
族
は
、
か
つ
お
節
が
大
好
き

で
す
。
３
６
５
日
、
か
つ
お
節
を

欠
か
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　

（
₇₆
歳　

女
性
）

　
　
　

い
節
」
の
語
呂
合
わ
せ
か

　
　
　

ら
11
月
24
日
、
道
の
駅
山

川
活
お
海
道
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
鰹
節
協
会
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
カ
ツ
ブ

シ
カ
ツ
オ
く
ん
」
も
会
場
に
登
場
。

来
場
者
は
、
一
緒
に
記
念
撮
影
を

し
て
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
山
川

の
か
つ
お
節
を
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す

ね
。

　
　
　

は
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
の
試
合

　
　
　

に
参
加
し
て
い
ま
し
た
け

ど
、
今
は
何
も
運
動
し
て
い
ま
せ

ん
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始
め
て

み
ま
し
ょ
う
か
？

　
　
　

（
₅₃
歳　

ク
レ
チ
ャ
ン
）

　
　
　

オ
ー
キ
ン
グ
は
身
近
に
で

　
　
　

き
る
健
康
づ
く
り
で
す
。

市
で
は
、
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度

を
実
施
し
て
い
ま
す
（
広
報
い
ぶ

す
き
10
月
号
参
照
）。30
分
以
上
の

運
動
を
行
い
、
自
主
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
貯
め
て
応
募
す
る
と
、
抽
選

で
市
内
ホ
テ
ル
の
宿
泊
券
な
ど
が

当
た
り
ま
す
。
次
回
の
応
募
締
め

切
り
は
、
３
月
中
旬
で
す
。
軽
め

の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始
め
て
、

応
募
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　

業
を
し
て
い
ま
す
。
西
大

　
　
　

山
駅
を
よ
く
通
り
ま
す
が
、

写
真
を
撮
っ
て
い
る
人
が
多
い
で

す
。
花
だ
け
は
、
１
年
中
あ
っ
た

ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

（
₅₈
歳　

キ
リ
ン
）

　
　
　

Ｒ
西
大
山
駅
の
花
壇
に
は
、

　
　
　

年
に
４
回
程
度
、
草
花
の

植
栽
を
し
て
い
ま
す
。
１
月
に
は
、

駅
周
辺
の
畑
に
咲
く
菜
の
花
も
楽

し
み
で
す
。

　
　
　

日
、
外
城
市
地
区
の
人
た

　
　
　

ち
で
防
犯
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
を
飾
り
付
け
ま
し
た
。
約
５

時
間
の
作
業
で
立
派
な
ツ
リ
ー
が

完
成
。
交
差
点
を
通
る
人
た
ち
が
、

少
し
で
も
喜
ん
で
く
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

（
₅₄
歳　

ミ
ッ
チ
ー
）

　
　
　

年
楽
し
み
で
す
ね
。
イ
ル

　
　
　

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
よ
う
に
、

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。

若

か

昔

農先 ウＪ

カツブシカツオくんと記念撮影

ここは市民の集いの場。
広報紙お知らせ版のクイズに
応募いただいた意見などを掲
載しています。

11

湯
い

豊
ぶ

宿
す き

茶屋
寄ってらっしゃい

毎

｢

い

い

１月の図書館カレンダー

北天の馬たち
貫井　徳郎（著）
角川書店

図書館からのお知らせ
文芸いぶすきの発行………………………………
　「文芸いぶすき第８号」を発行しました。市
内外から多くの人々に投稿いただき、ありがと
うございました。指宿市内の各図書館で無料配
布しています。ご覧ください。
リサイクル本の提供………………………………
　指宿図書館では廃棄した本を無料で差し上げ
ます。なお、期間は次のとおりです。
■期間　１月28日（火）～２月２日（日）
■場所　指宿図書館２階　オープンスペース
■時間　火～金　９：00～19：00
　　　　土・日　９：00～17：00
第４回図書館講座…………………………………
■日時　２月２日（日）　10：00～11：30
　　　　受付　９：30～
■場所　指宿図書館２階　多目的集会室
■演題　「イクメンパパのつくりかた」
■講師　福井正樹氏（NPO法人KiRALi代表理事）
■内容　「イクメンパパ」はママがつくる。イ
クメンに必要なノウハウを身に付けよう。パ
パの参加も大歓迎です。
■定員　50人　　　■参加費　無料
※指宿図書館の窓口か電話で申し込んでくださ
い。

今 月 の お す す め

おさかないちば
加藤　休ミ（著）
講談社

一般図書（山川図書館） 児童図書（指宿図書館）

１
月
の
広
報
ご
よ
み

携帯サイト

携帯電話用アドレス
https://www.ibusuki-lib.
jp/mobile/index.do

携帯電話から、図書
館の資料の検索や予
約をしたり、貸出・
予約状況を見ること
ができます。

【内容】
　横浜・馬車道の近くで母親とともに、喫茶店を営む毅
志。喫茶店の２階で探偵事務所を開いたふたりの男に憧
れ、仕事を手伝うことになるが、付き合いを重ねるうちに
ある疑問を抱き始める。感動のサスペンスミステリー。

【内容】
　おすしやさんで注文した「タイラギ」ってどんな貝なの
か見てみたくて、おすしやさんの大将と一緒に市場に行っ
た。マグロの競りやカワハギ、ブリ、カニの様子も描かれ
ていて、絵から魚のイキの良さが伝わります。

休館日

えほんのひろば（指宿図書館）…………10：30～11：15
演じ手：槌橋保育園の先生方

よるのおはなし会（指宿図書館）………19：30～20：00
演じ手：図書館職員

ふれあい映画会（山川図書館）…………14：00～14：40

おはなしのとびら（指宿図書館） ………10：30～11：15
演じ手：指宿お手玉の会の皆さん

ボランティアおはなし会（山川図書館）…14：00～14：30
演じ手：山川「おはなしぶらんこの会」の皆さん

火曜

11日

25日

10日

19日

目の前に広がる池田湖と開聞岳

献本 金子　勝男さん
次の方から献本がありました。

※１月１日（水）～３日（金）は年末年始の休館です。

日

行　

事　

な　

ど

1
水　
元
旦

2
木

3
金

4
土
市
成
人
式

5
日
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

市
消
防
出
初
式

6
月
官
公
庁
仕
事
始
め

7
火

8
水
い
ぶ
よ
う
児
童・生
徒
作
品
展（
〜
１
／
₂₂
）

9
木
障
害
者
就
業・生
活
支
援
の
巡
回
相
談

特
設
人
権
相
談
所

10
金

11
土

12
日
い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ラ
ソ
ン

13
月　
成
人
の
日

14
火

15
水

16
木

17
金

18
土
ま
な
び
の
ふ
る
さ
と
講
座

交
通
事
故
無
料
相
談

19
日
健
幸
ふ
れ
あ
い
パ
タ
ー
ゴ
ル
フ
大
会

べっ
ぴ
ん
朝
市

20
月

21
火

22
水
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
販
売
日

23
木
県
行
政
書
士
会
の
無
料
相
談
会

24
金
市
生
活
学
校
運
動
交
流
集
会

文
化
財
防
火
デ
ー
消
火
訓
練

25
土
レ
ノ
ヴ
ァ
鹿
児
島
公
式
戦（
〜
₂₆
日
）

篤
姫
の
ひ
な
ま
つ
り
展（
〜
３
／
₂₃
）

い
ぶ
す
き
菜
の
花
マ
ー
チ（
〜
₂₆
日
）

26
日
県
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競
走
大
会

Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ
ア

文
化
財
防
火
デ
ー

27
月

28
火

29
水

30
木

31
金
男
性
限
定
★
働
き
世
代
ヘ
ル
シ
ー
栄
養
教
室

曜

お
詫わ

び
と
訂
正

　

広
報
い
ぶ
す
き
12
月
号
８
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
「
地
域
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
」
の
担
当
地
区
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
関
係
の
皆

さ
ん
に
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

大
坪
伸
一
郎　

湯
之
里
（
大
牟
礼
１
丁
目
、
２

丁
目
、
十
二
町
、
十
町
２
０
７

１

－

２
、
２
０
７
９
、
２
０
８

８
、
２
０
９
４
、
２
０
９
７

－

１
、
２
１
１
７
、
２
１
０
２

－

８
、
２
１
１
９

－

２
）

牟
田
淳
子

湯
之
里
（
大
牟
礼
３
丁
目
、
４

丁
目
、
十
町
の
一
部
（
前
記
を

除
く
））

指宿小前のイルミネーション

※
２
／
２  

市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
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元気にすくすく、優し
い女の子に育ってね♡

川路　彩
あ み

心ちゃん
桜羽ちゃん素直で優し
い女の子になってね☆

黒岩　桜
さ わ

羽ちゃん
めるちゃん。元気に大
きく育ってね！

小川　愛
め る

麗ちゃん

じ ま ん

～子どもはまちの宝です～

毎日元気一杯。すくす
く大きくなあれ！

元気に生まれてきてく
れて、ありがとう

お姉ちゃんと仲良く元
気に育ってね♡

笑顔の素敵な明るい女
の子に育ってね♡

小石　佳
かす み

純ちゃん水迫　義
よし と

翔ちゃん 上妻　美
み お

緒ちゃん中里　美
み く

来ちゃん【下里】【潟山】

　

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
写
真

掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
子
ど
も

の
名
前
と
ふ
り
が
な
、
性
別
、
生

年
月
日
、
保
護
者
名
、
住
所
・
地

区
名
、
電
話
番
号
、
お
子
さ
ん
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
、
メ
ー

ル
（
画
像
は
２
Ｍメ

ガ
バ
イ
トＢ以

内
）、郵
送
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

※
紙
面
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
応

募
者
全
員
を
掲
載
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
１

－

０
４
９
７

指
宿
市
十
町
２
４
２
４

指
宿
市
市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

*s-koushitsu@
city.ibusuki.lg.jp

　

現
在
、
広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

ク
イ
ズ
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ク

イ
ズ
に
答
え
て
素
敵
な
賞
品
を
当

て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ま
た
、
お
知
ら
せ
版
で
は
、
ク

イ
ズ
の
賞
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
商
店
や
事
業
主
の
皆
さ
ん
も

募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
長
公
室
広
報
統
計
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

広
報
紙
お
知
ら
せ
版
に

　
　
　
　
　
ク
イ
ズ
を
掲
載
中

男
女
共
同
参
画
社
会
シ
リ
ー
ズ

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
は
、
女

性
の
社
会
参
加
に
も
影
響
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
М
字
カ
ー
ブ

　

左
の
グ
ラ
フ
は
、
女
性
年
齢
階

級
別
の
労
働
力
率
（
人
口
に
占
め

る
労
働
力
人
口
の
割
合
）
を
表
し

て
い
ま
す
。

　

日
本
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
主

に
子
育
て
世
代
に
お
け
る
労
働
力

の
減
少
が
目
立
ち
ま
す
。
離
職
者

が
多
く
、
偏
っ
た
く
ぼ
み
が
で
き

ま
す
。
形
が
Ｍ
に
似
て
い
る
こ
と

か
ら
「
Ｍ
字
カ
ー
ブ
」
と
も
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
象
は
、
育
児
休
業
に
お

け
る
法
整
備
は
整
っ
て
い
る
も
の

の
、
制
度
の
利
活
用
や
必
要
性
に

つ
い
て
の
社
会
的
広
が
り
が
認
識

さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
子
育
て
が
一
段
落
し
て
再

就
職
し
て
も
、
税
扶
養
控
除
な
ど

の
関
係
で
非
正
規
雇
用
と
な
る
ケ

ー
ス
も
多
く
、
女
性
の
社
会
的
地

位
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
の
も
現
状

で
す
。

　

一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
グ
ラ

フ
は
年
齢
を
問
わ
ず
一
定
に
推
移

し
て
お
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
で
仕
事
も
家
庭
も
性
別

に
関
係
な
く
責
任
を
果
た
し
、
国

内
に
あ
る
労
働
力
が
十
分
に
生
か

さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
自
分

が
満
足
す
る
バ
ラ
ン
ス
で
展
開
し
、

そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
選
択
で
き
る
よ

り
良
い
環
境
を
整
え
、
幸
せ
に
暮

ら
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

市
民
協
働
課
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
推
進
係

☎
㉒
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

ワ
ー
ク・ラ
イ
フ・バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ

0
10
20
30
40
50
60
70
80
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100

15～
19
20～
24
25～
29
30～
34
35～
39
40～
44
45～
49
50～
54
55～
59
60～
64

65
以上

内閣府　女性の年齢階級別労働力率（国際比較）から
（歳）

（%）

日本
スウェーデン

指
宿
地
域

田
中　

創そ
う
し士　

道
下
上　
　

慶　
香　

菜

中
野　

玲れ

な奈　

大
園
原　

健　

一

康　

代

緒
方　
　

旭あ
さ
ひ　
宮
ヶ
浜　

弘　

幸

紋　

乃

黒
岩　

桜さ

わ羽
※			

宮
ヶ
浜　

史　

朗

朋　

美

長
﨑　

梨り
り
あ愛　

外
城
市　

拓　

也

秀　

美

川
路　

彩あ

み心
※			

外
城
市　

広　

樹

美　

咲

上
之
原
実み

ら
い来　

外
城
市　

恭　

兵

由　

佳

吉
﨑　

恵け
い
あ愛　

二
月
田　

智　

弘

裕　

子

狩
集　

優ゆ
う
だ
い大　

二
月
田　

隆　

治

ま
ゆ
み

小
川　

愛め

る麗
※			

二
月
田　
　

拓　
絵
里
奈

細
山
田
彩あ

や
の乃　

北
十
町　
　
　
　
り　

か

赤
井　

亮り
ょ
う
た太　

湯
之
里　

孝　

和

ル
リ
子

宮
ノ
前
奏か

な
と翔

※			

湯
之
里　
　

翔　
愛　

菜

今
吉　

心み
お
ん音　

湯
之
里　

一　

文

嘉　

奈

酒
匂　
　

花は
な　
大
牟
礼
西　

道　

明

百
合
香

上
妻　

美み

お緒
※			

大
牟
礼
東　

昭　

彦

典　

子

園
田　

姫き

ら羅　

潟　

口　

拓　

郎

美　

樹

吉
利　

真ま
な
と翔　

迫　

北　

淳　

平

裕
里
香

前
川　
　

仁じ
ん　

迫　

北　

智　

宏

亜　

美

椎
葉
亜あ

が

さ
芽
沙　

向　

吉　

勇　

太

絵
美
香

山
川
地
域

若
松　

和か
ず
き輝　

山　

神　

雄　

輝

郁　

美

吉
田　

桜さ

ら徠　

小
川
東　
　

仁　
純　

子

山
本　

愛ま
な
と翔　

西　

村　

幸　

太

裕　

美

開
聞
地
域

山
下　

莉り

お央　

坂　

下　

義　

一

里　

美

市
外

内
村
奈な

な

え
々
恵　
鹿
児
島
市　

カ
ズ
キ

あ
ゆ
み

脇　

凛り
ん
た
ろ
う

太
朗　
神
奈
川
県

川
崎
市　

圭　

一

琴　

子

加
塩　

心こ

う海　

鹿
屋
市　

拓　

巳

育　

恵

重
野　

笑に

こ心　

東
京
都

大
田
区　

辰　

郎

理　

恵

鶴　

田　

　

德　

78　

堀
切
園

吉　

山　

フ
ヂ
エ　

93　

渡　

瀬

池　

平　

　

郎　

82　

堀
切
園

東
中
川　

弘　

子　

78　

中　

川

宮　

原　

道　

子　

83　
五
郎
ヶ
岡

弓　

指　

正　

治　

75　
大
牟
礼
西

正　

木　

鐵　

雄　

95　

南
迫
田

上
玉
利　

セ
ツ
エ　

84　
摺
ヶ
浜
北

川　

畑　

ナ
ル
子　

82　

麓　

下

山
川
地
域

田　

中　

サ
キ
子　

92　

中　

央

和　

田　

ツ
ヤ
子　

79　

平　

原

南　
　
　

ノ　

キ　

100　

市
山
下

上　

　
　
　

優　

81　

平　

原

射
場
山　

岩　

男　

63　

東　

上

篠　

原　

フ
ミ
子　

96　

成
川
浜

谷　

迫　
　
　

豊　

65　

下　

原

福　

島　

慶　

藏　

85　

高　

尾

𠮷　

村　

ク
サ
エ　

78　

谷
村
下

開
聞
地
域

水　

溜　

チ
ヨ
ノ　

90　

川
尻
北

坂　

口　

良　

夫　

82　

中　

組

住　

吉　

ユ　

ミ　

88　

谷　

村

鎌　

田　

シ　

ツ　

88　

中　

組

下　

吉　

ヒ
ミ
子　

85　

上　

手

坂　

元　

ミ
キ
子　

82　

坂　

下

吉　

村　

義　

雄　

79　

田　

中

中　

野　

美
紀
子　

64　

坂　

下

市
外

森　

田　

典　

子　

85　
鹿
児
島
市

誕
生
う
ぶ
ご
え

（
※
印
は
左
ペ
ー
ジ
に
写
真
掲
載
）

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
地
　
区
】

【
氏
　
名
】

【
保
護
者
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

　

次
の
方
々
が
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

○
迫
北
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
寄
金

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

　
　
　
　
　
　

山
川
福
祉
交
流
会

○
前
野
恭
次 篤

　
　
　
志

※
遺
族
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
に

代
え
て
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
届
け

出
時
に
、
市
民
協
働
課
、
山
川
・

開
聞
各
支
所
市
民
福
祉
課
窓
口
で

申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
。

　
他
市
町
村
で
届
け
出
し
た
人
で

も
、
希
望
が
あ
れ
ば
掲
載
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。（
敬
称

略
）

11
月
30
日
ま
で
の
受
付
分

一
般
寄
付

中
里　

美み

く来
※			

西
之
表
市　

竜　

太

幸　

希

黒
岩　

由ゆ

い依　
南
さ
つ
ま
市　
　

雄　
智　

美

新
田　

葵き

い依　

宮
崎
県

日
南
市　

航　

大

美　

紀

指
宿
地
域

西
屋
敷　

茂　

子　

88　

大
園
原

肥　

後　

キ
ヨ
子　

88　
五
郎
ヶ
岡

元　

脇　

三　

郎　

74　
細
田
東
前

馬　

場　

義　

昭　

75　

迫　

北

大　

山　

多　

惠　

98　

宮
ヶ
浜

前　

原　

昭　

典　

83　

丈　

六

大　

迫　

ミ　

カ　

98　

岩
本
東

川　

路　

秀　

雄　

71　

池　

崎

池　

堂　

次　

雄　

78　

湯
之
里

原　
　
　

利　

道　

69　

中
小
路

松　

下　

賢　

二　

72　

潟　

山

増　

田　

キ　

ミ　

91　

木
之
下

永　

吉　

カ
ツ
ヱ　

77　

玉　

利

山　

下　

利　

明　

56　
弥
次
ヶ
湯

小　

村　

サ　

チ　

90　

玉　

利

中　

﨑　

久　

子　

73　

二
月
田

田
原
迫　

き
ぬ
子　

63　

玉　

利

瀨　

畑　

ス
ミ
ヱ　

93　

岩
本
中

【
年
齢
】

【
故
　
　
人
】

【
地
　
区
】

追
悼
お
く
や
み

Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｚ
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｚ

Ｒ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｔ	

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ｌ

元気いっぱい優しい子
に育ってね♡♡

宮ノ前奏
かな と

翔ちゃん
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分 か り や す い 医 療 の 話
Medical Lecture

今 月のドクター
指宿医師会 会長　福元　良英

Doctor

治療同盟

　

厚
生
省
（
当
時
）
が
「
上
手
な
医

者
の
か
か
り
方
10
箇
条
」
を
挙
げ
て

い
ま
す
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

①
伝
え
た
い
こ
と
は
メ
モ
し
て
準
備

②
対
話
の
始
ま
り
は
あ
い
さ
つ
か
ら

③
よ
り
良
い
関
係
作
り
は
あ
な
た
に

も
責
任
が

④
自
覚
症
状
と
病
歴
は
あ
な
た
を
伝

え
る
大
切
な
情
報

⑤
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
を
聞
き
ま
し

ょ
う

⑥
そ
の
後
の
変
化
も
伝
え
る
努
力
を

⑦
大
事
な
事
は
メ
モ
を
と
っ
て
確
認

⑧
納
得
で
き
な
い
と
き
は
何
度
で
も

質
問

⑨
治
療
効
果
を
あ
げ
る
た
め
、
お
互

い
に
理
解
が
必
要

⑩
よ
く
相
談
し
、
治
療
方
法
を
決
め

ま
し
ょ
う
。

　

医
療
者
の
説
明
で
理
解
で
き
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
ら
遠
慮
せ
ず
に
お
聞

き
く
だ
さ
い
。
抽
象
的
な
説
明
は
、

必
ず
具
体
的
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
者
に
求
め
る
ば
か
り
で
な
く
、

患
者
さ
ん
か
ら
も
歩
み
寄
る
行
動
が

必
要
で
す
。
指
宿
医
師
会
で
は
、
白

　

生
活
習
慣
病
（
糖
尿
病
・
高
血
圧

症
・
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
等
）

に
お
い
て
食
習
慣
・
運
動
習
慣
等
を

よ
り
望
ま
し
い
方
向
へ
行
動
を
変
え

る
（
行
動
変
容
）
た
め
に
は
患
者
さ

ん
が
自
発
的
に
治
療
へ
参
加
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
医
療
者
は
強
制
し

て
患
者
さ
ん
の
行
動
を
変
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
医
療
者
の
仕
事
は

患
者
さ
ん
が
変
化
で
き
る
よ
う
に
手

伝
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
「
治
療
同

盟
」
と
い
い
ま
す
。
治
療
開
始
の
第

一
歩
は
患
者
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
受
け

る
治
療
法
に
「
納
得
」
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
今
年
も
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

　
　
　
　
　
　
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

衣
を
脱
い
で
地
域
の
皆
さ
ん
と
膝
を

交
え
て
語
り
合
う
「
車
座
対
話
集
会
」

を
平
成
23
年
度
よ
り
年
２
回
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
目
的
は
医
師
と
地
域
の
皆
さ

ん
が
気
軽
に
話
し
合
え
る
環
境
づ
く

り
に
役
立
て
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま

で
中
小
路
・
小
田
・
大
山
・
川
尻
・

湯
之
里
・
外
城
市
で
開
催
し
、
今
年

２
月
に
は
山
川
福
元
区
で
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
地
区
か
ら
も
「
う

ち
の
地
区
で
も
開
催
し
て
」
と
お
声

を
掛
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た

い
で
す
。「
車
座
対
話
集
会
」
で
の
大

き
な
話
題
は
特
定
健
診
等
の
重
要
性

と
夜
間
・
休
日
の
救
急
医
療
に
つ
い

て
で
す
。

　

健
診
を
受
け
て
疾
患
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
で
健
康
寿
命
を
延
ば
し
ま

し
ょ
う
。　

　

夜
間
・
休
日
の
急
病
時
は
ま
ず
「
か

か
り
つ
け
医
」
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。「
か
か
り
つ
け
医
」
の
い
な
い
人

は
、
休
日
は
在
宅
当
番
医
、
夜
間
は

夜
間
輪
番
医
が
対
応
し
ま
す
。

当
番
医
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

☎
㉒
６
８
６
８

　

当
番
医
・
輪
番
医
で
対
応
困
難
な

病
気
の
時
は
専
門
医
療
機
関
へ
当
番

医
・
輪
番
医
か
ら
治
療
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
・
市
役
所
等
の
行

政
・
医
療
者
と
一
緒
に
な
っ
て
「
健

康
同
盟
」「
治
療
同
盟
」
を
構
築
す
る

こ
と
は
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
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